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山間部の

棚田に

稔りの秋

今年は、雨が少なく晴天の日が続き稲については現在のところ台風の被害もなく豊作

のようです。一山越えると河辺村という山間部の棚田にも収穫の秋を迎えました。

現在この地域の水田を耕作している農家は、農道が整備されていないため、小道を利

用して資材や農作物の運搬をしていますが今年度から団体営事業にて幅員 4メー トルの

農道新設工事が着工しています。

農道が完成しますとトラクター等による農作業風景が見れるようになることでしょう。

〔菟野尾部落ヨツダ〕

今月号の主な内容 町民のうごき
‘ 

＝町報＝

衡正山風のまつり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2
奎台風14号の被害·…•………• •…•• 3 
唖国勢調査(10月 1 日）••…………•4 
衡社協だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 7 
唖お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20

＝農林だより ＝

衡ますます充実農協のスーパーMMC…8
唖山行苗木の注文…・…....……・・・・10

衡今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • 11 

＝商工会だより＝

*ダブルサービス当選発表………12
蒼商工会法30周年…•…………...・・ 13
唖ふるさと回想記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

＝公民館報＝

卍愛媛スポーツ・レクリェーション祭 16

衡みんなの幸せを願って………… 18

人口 3,602人 (+9)

男 1,754人 (+6}

女 1,848人 (+3)

f 世帯数 1,008幕(-1)

（平成2年8月31日現在）
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「
み
ん
な
で
参
加
し
、
み
ん
な
で

一
5

楽
し
み
、
み
ん
な
の
ま
つ
り
に
し
よ

効

必
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ソ
に
八
月
十
五
日

i

正
山
小
学
校
に
お
い
て
正
山
風
の
祭

g
 一

り
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
八
百

人
が
こ
の
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

一一
一

五
時
半
か
ら
の
ロ
ッ
ク
バ
ソ
ド
演

必一

奏
に
始
ま
り
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
麦

巡
畑
コ
ソ
テ
ス
ト
、
プ
ロ
歌
謡
シ
ョ
ー
、

一一3

一一

盆
お
ど
り
大
会
等
々
多
彩
な
催
し
も

」

の
や
、
お
た
の
し
み
コ
ー
ナ
ー
、
ゲ
ー

碑

碑

ム
コ
ー
ナ
ー
、
も
ぎ
た
て
ぶ
ど
う
の

[＇
i

直
売
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
し
い
イ
ベ
ソ
ト
で
あ
る

園

麦
畑
コ
ソ
テ
ス
ト
に
は
七
組
が
出
場

⑲
し
会
場
を
わ
か
せ
、
ま
た
、
プ
ロ
歌

正山小学校より見た京の森

臼 (2)

謡
シ
ョ
ー
に
は
プ
ロ
の

諏
評
い
叫
川
ち
ぐ
さ
、

橘
耕
滋
の
演
歌
で
ま
っ

り
を
一
層
盛
り
上
げ
ま

し
た
。昨

年
に
続
き
今
年
も

八
時
に
は
、
京
の
森

（
標
高
五
四
八

m
)
に

「風
」
と
い
う
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ソ
文
字
が
夜
空
に

描
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

文
字
を
参
加
者
だ
け
で

な
く
、
会
場
外
の
多
く

の
人
が
眺
め
感
激
し
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

百姓の手づくり誌、百姓天国

四国肱川皆農塾で第三回発刊準備会

そば

正山風の会が蕎麦づく り

正
山
風
の
会
（
土
居
貞
丸
会
長
）
で

は
、
同
会
の
産
業
部
の
事
業
の
ひ
と

そ

ば

つ
と
し
て
蕎
麦
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

用
地
は
、
道
野
尾
に
造
成
さ
れ
た

圃
場
（
西
本
資
久
さ
ん
管
理
）
五
反
歩

を
借
用
し
ま
し
た
。

た
ば
こ
の
後
作
で
栽
培
す
る
も
の

で
す
。作

業
は
八
月
二
十
六
日
、
午
前
七

時
か
ら
風
の
会
員
一―1
0名
が
収
穫
済

の
た
ば
こ
の
カ
ラ
の
け
か
ら
始
め
汗

を
流
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ク
タ
ー
＝
―
台
に
よ
る
整
地
、

そ

ば
蕎
麦
種
を
蒔
き
終
わ
っ
た
の
が
三
時
、

炎
天
下
の
作
業
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

風
の
会
の
上
田
武
産
業
部
長
は

そ

ば
蕎
麦
種
は
ほ
ん
も
の
の
信
州
そ
ば
、

そ
ば
を
食
べ
て
も
輸
入
も
の
が
大
半
、

秋
の
刈
取
り
や
脱
穀
は
ひ
と
苦
労
あ

り
ま
す
が
楽
し
み
で
す
。
金
儲
け
に

く
わ
を
握
る
手
に
ペ
ソ
を
持
ち
、

農
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
百
姓
自
身
が

訴
え
よ
う
ー
と
皆
農
塾
の
坂
根
さ
ん

ら
有
機
農
家
が
呼
び
か
け
て
い
る
集

ま
り
の
第
一
＿
一
回
発
刊
準
備
会
が
八
月

二
十
五
、
二
十
六
日
に
か
け
て
、
四

国
肱
川
皆
農
塾
で
開
か
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
趣
旨
に
賛
同
す
る

現
役
の
農
業
後
継
者
や
医
師
な
ど
二

十
五
人
が
集
ま
り
、
雑
誌
名
を
正
式

に
「
百
姓
の
手
づ
く
り
誌
・
百
姓
天

国
」
と
決
め
、
創
刊
号
を
来
年
一
月

に
出
版
、
当
面
年
二
回
ず
つ
発
行
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
準
備
会
に
は
、
皆
農
塾
の
坂

八
月
二
十
日
就
職
解
禁
。

一
芦
伯
息
子
が
大
学
で
環
境
保
護

•
1口
エV
[
[

~
守
る
と
い
っ
た
こ
と
で
な
く
、
快
適

．
 

＂
環
境
づ
く
り
の
感
覚
で
受
け
止
め
ら

．
 

• 
．
 
~
れ
た
ら
、
引
く
手
あ
ま
た
で
は
な
い

．
 

~
か
な
ど
と
話
し
合
っ
た
。

• 
．
 
~
山
あ
り
、
川
あ
り

、
花
も
農
作
物

~
も
、
自
然
の
四
季
の
変
化
の
中
で
、

．
 
~
私
た
ち
に
安
ら
ぎ
と
住
む
喜
び
を
与

．
 

~
え
て
く
れ
る
。
だ
が
自
然
環
境
だ
け

• 
．
 

は
な
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
~
で
「
快
適
」
と
は
い
え
な
い
。
生
活
、

．
 

• 

そ

ば
蕎
麦
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
が
な
に
~
生
産
、
文
化
環
境
、
あ
ら
ゆ
る
部
面

か
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
~
で
の
快
適
性
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ

．
 

と
思
い
ま
す
。
~
が
町
づ
く
り
の
目
標
で
も
あ
り
、
そ

．
 

• 

収
穫
後
は
、
本
物
の
ソ
バ
を
食
べ
~
の
よ
う
な
状
況
を
つ
く
り
出
し
て
い

る
オ
コ
モ
リ
で
も
や
り
た
い
。
…
と
~
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

．
 

言
っ
て
い
ま
し
た
。

~
農
林
業
生
産
で
も
、
主
幹
作
目
は

．
 
~
絶
対
だ
、
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
っ

根
修
さ
ん
（
四
十
七
）
を
は
じ
め
、
呼
~
た
感
覚
で
は
衰
退
に
つ
な
が
り
か
ね

• 

び
掛
け
人
の
大
阪
府
藤
井
寺
市
で
有
~
な
い
。
新
し
い
も
の
を
附
加
し
、
新

．
 

機
農
業
に
取
り
組
む
麻
野
吉
男
さ
ん
~
し
い
手
法
を
創
り
出
さ
ね
ば
前
へ
は

• 

（
四
十
五
）
、
石
川
県
鳥
越
村
で
石
川
~
進
ま
な
い
。
町
づ
く
り
で
も
農
林
業

• 

自
然
共
学
塾
を
開
く
宮
本
重
吾
さ
ん
~
で
も
、
守
る
感
覚
で
な
く
創
造
の
感

• 

（
五
十
二
）
や
、
東
は
神
奈
川
県
小
田
~
覚
が
必
要
と
思
う
。
「
新
し
い
町
創

原
市
か
ら
西
は
長
崎
県
ま
で
有
機
農
~
造
」
へ
意
欲
を
結
集
し
た
い
。

．
 

業
や
産
直
な
ど
を
進
め
て
い
る
農
家
~
感
覚
の
違
い
が

．
 

や
酪
農
後
継
者
、
医
師
、

高
校
教
師
、
~
結
果
を

．
 

• 

中
国
か
ら
の
留
学
生
等
多
彩
な
人
た
~
違
っ
た
も
の
に
し
て
し
ま
う

．
 
．
 

ち
が
集
ま
り
ま
し
た

。
~

（
町
長
）

「

• 

今
回
の
準
備
会
で
発
行
母
体
を

~
t
•
,
'

一
点

「
地
球
百
姓
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
名
付

i

少
5
ぃ
乙
喜

）
、
蒻

け
ら
れ
着
々
と
来
年
の
一
月
の
出
版

~
4
4

心
介
＼r

に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

i

心

“cl
恕
佳

トラクターも人も全部奉仕作業
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杉の立木がかなり折れ
鹿鳴園の鹿もびつくり

強風による被害多く発生
（台風14号）

八
月
二
十
一
日
か

ら
二
十
二
日
に
か
け

て
来
襲
し
た
台
風
十

四
号
は
、
最
大
瞬
間

風
速
三
十
四
メ
ー
ト

ル
を
記
録
、
強
風
に

よ
る
被
害
が
目
立
ち

ま
し
た
。

人
家
の
屋
根
を
強

風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ

た
り
、
立
木
や
栗
の

木
が
倒
れ
た
り
折
れ

る
等
、
ま
た
、
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
栽
培
し
て

い
る
田
で
は
稲
が
倒

れ
、
農
業
や
林
業
に

か
な
り
の
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
間
に
降
っ
た
雨
は
、

―
二
五
ミ
リ
で
最
大
日
雨
量
一

0
四

ミ
リ
、
時
間
最
大
雨
量
二

0
ミ
リ
を

記
録
し
、
道
路
災
害
六
件
、
河
川
二

件
、
農
業
用
水
路
五
件
、
農
道
四
件
、

農
地
七
件
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
復
旧
費
用
に
約
五
千
八
百

万
円
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方
鹿
野
川
ダ
ム
は
八
月
四
日
か

ら
水
位
が
七
十
ニ
メ
ー
ト
ル
に
下
が
っ

た
の
に
伴
い
、
肱
川
発
電
所
へ
の
放

水
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
が
、

台
風
の
降
雨
で
貯
水
量
も
満
水
時
の

四
四
％
か
ら
八
―
―
-
％
に
急
回
復
し
、

八
月
二
十
二
日
午
後
四
時
か
ら
発
電

を
再
開
し
ま
し
た
。

今
回
台
風
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

住
民
大
学
開
催

八
月
二
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
公

民
館
に
お
い
て
、
住
民
大
学
が
開
催

さ
れ
、
六
十
五
名
の
聴
講
者
が
熱
心

に
講
師
の
話
を
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
住
民
大
学
は
、
地
域
住
民
の
生
活

文
化
に
関
す
る
自
主
的
な
学
習
と
交

流
を
通
じ
て
、
広
く
生
活
文
化
県
政

の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
の

活
力
と
潤
い
の
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
の
推
進
を
助
長
す
る
た
め
に
愛
媛

県
八
幡
浜
地
方
局
が
開
催
し
た
も
の

で
す
。最

初
に
生
涯
学
習
推
進
講
師
の
徳

久し振りの放流鹿野川ダム

平
成
二
年
度
全
国
高
校
定
時
制
通

信
制
軟
式
庭
球
大
会
が
八
月
十
日
か

ら
十
二
日
ま
で
東
京
の
有
明
テ
ニ
ス

の
森
公
園
で
開
催
さ
れ
大
洲
高
校
肱

川
分
校
が
愛
媛
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。

男
子
個
人
戦
に
、
尾
花
末
広
、
上

甲
英
樹
両
君
が
出
場
し
、
見
事
全
国

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

上
甲
君
は
テ
ニ
ス
部
員
（
男
子
八

名
、
女
子
四
名
、
合
計
十
二
名
）
と

毎
日
午
後
三
時
半
か
ら
六
時
ま
で
練

習
を
し
て
ぎ
ま
し
た
。

一
方
尾
花
君
は
現
在
四
年
生
な
の

で
松
山
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
関
係

で
、
肱
川
に
帰
っ
た
時
し
か
部
員
と

永
重
孝
先
生
が
、
「
人
生
―
―
―
楽
」
と
題

し
て
、
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
清
水
次
郎
長
の
生
涯
を

話
さ
れ
て
、
次
郎
長
の
生
き
方
か
ら

学
ぶ
事
が
多
い
と
、
そ
し
て
最
後
の

締
め
括
り
と
し
て
、
人
生
の
三
つ
の

楽
し
み
と
は
、
ま
ず
体
が
健
康
で
あ

る
こ
と
、
次
に
広
く
知
識
を
取
得
し
、

良
き
友
人
を
多
く
持
つ
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
あ
と
、
「
新
し
い
自
分
と

の
出
合
い
」
と
「
く
も
の
糸
」
が
上
映

さ
れ
、
今
後
の
自
主
的
な
生
涯
学
習

の
進
め
方
や
交
流
に
つ
い
て
の
参
考

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

熱心に聴講される皆さん 有明テニスの森公園にて

No.〈オ刀鳩切っ“九〉⑲

左上甲君

右尾花君

の
練
習
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
れ
で
も
念
願
の
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
両
君
に
と
っ

て
今
年
の
夏
は
一
生
の
良
き
思

い
出
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

や
り
ま
し
た
⑩
全
国
優
勝
（
テ
ニ
ス
）

大

洲

高

校

肱

川

分

校

お父さん
邦直さん(31歳）

お母さん
初子さん(31歳）

と
も
の
り

小
山
友
規
く
ん
（
共
栄
）

昭
和
63
年
9
月

3
日
生

2
歳

諏

声
6

6

 

2

2

 

（

（

 

ん

ん

ん
さ
ん
さ

さ
則
さ
子

父
康
母
夏

お

お

お
盆
に
初
め
て
動
物
園
に
行
き

ま
し
た
。
ぼ
く
は
ぞ
う
さ
ん
が
気

に
入
っ
て
ず
っ
と
見
て
い
た
の
に
、

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
は
次
の
を
見

よ
う
と
い
っ
て
ム
リ
や
り
引
っ
張
っ

て
行
き
ま
し
た
。
今
度
行
っ
た
ら

ゆ
っ
く
り
見
せ
て
よ
。
（
は
い
は

）
 

し

れ
い
か

西
永
玲
佳
ち
ゃ
ん
（
上
鹿
野
川
）

昭
和
63
年
9
月

29
日
生

1
歳
11
か
月

五
月
に
妹
が
で
ぎ
て
お
母
さ
ん
を

一
人
じ
め
で
ぎ
な
く
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
い
る
か
ら

一
緒
に
遊
び
ま
す
。
何
で
も
お
姉
ち
ゃ

ん
の
真
似
を
し
て
、
す
る
事
な
す
事

全
部
同
じ
で
な
い
と
気
が
す
ま
な
い
。

泣
い
た
り
笑
っ
た
り
忙
し
い
毎
日
で

す。



ぬ疇 伍 (4)

国勢調査(10月ー
10月 1日、全国一斉に国勢調査が行われます。こ

B)にご協力ください
（調査日程）

の調査は、大正 9年から 5年ごとに行っているもの

で、 15回目に当たる今回は、 “21世紀の日本を考え

る基礎づくり”をテーマに、氏名、性別、就業状態

など22項目の調査を行います。

この調査の結果は、国・県・市町村がこれから行

政を進めていく上での資料として、みなさんの暮ら

しの様々な分野で生かすことにしています。

なお、プライバシー保護のため、調

査の内容を外へもらしたり、統計以外

の目的には決して使用しませんので、

安心して国勢調査にご協力ください。

（お問い合わせは）

肱川町役場総務課まで

9i<;月23日～30日

10月 1日

10月 1日～ 7日

調査員が各世帯を訪問し、調査票を
配布します。

調査期日 (lo月 1日午前零時現在の状況
を調査票に記入していただきます。）
調査員が各世帯を訪問し、調査票を
収集します。

〈調査項目〉

1氏名

2男女の別

3出生の年月

4世帯主の続き柄

5配偶の関係

6国籍

7 5年前の住居の所在地
8在学、卒業など教育の状

況

9就業状況

10所属の事業所の名称
及び事業の種類

11仕事の種類

12勤めか自営かの別

13従業地又は通学地

14従業地又は通学地までの
利用交通手段

15通勤・通学手段
16世帯の種類
17世帯員の数
18家計の収入の種類

19住居の種類
20居住室の数
21住宅の床面積

22住宅の建て方

れれ号 と有が T

戸胃；：閤~:囚塁 電目 N

0 ; [ i [[ ［: [!i[ 
受き方

内自お
けをで
らす番

青ぷ畠羞希力‘由知
-，ら

該 当者
~N 望無なら

1身体障害手帳をお持ちで、次のいずれかの障害のある方。 者米斗フ与 せ
区 分 身体障害者等級表による級別

はで
は

視覚障害 1~6級
申受

肢体不自由（上肢、体幹、乳 込け
幼児期以前の非進行性の脳病 1、2脊及
変による運動機能障害）

手ら

I戦傷病者手帳をお持ちで、次のいずれかの障害のある方。
続れ

区 分 障害の程度
きま

視 力 の 障 害 1特別項症～第 6項症，Iぎす
上肢の障害 特別項症～第 2頃症

■申
込
手
続
き

無
料
申
込
手
続
き
は
、

N
T

T
の
支
店
、
営
業
所
、
役
場
窓
ロ

で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

申
込
手
続
き
を
さ
れ
る
場
合
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
方
に
よ
る
申
込
手
続

き
も
で
き
ま
す
。

■申
込
開
始
日

平
成
二
年
九
月
一
日
（
土
）

※
九
月
一
日
以
降
随
時
受
け
付

け
ま
す
が
、
十
二
月
一
日
か
ら
利

用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
遅
く
と

も
十
一
月
上
旬
ま
で
に
お
申
込
＜

だ
さ
い
。

■お
問
い
合
わ
せ
先

O
N
T
T
6
局
番
な
し
の

―
一
六
番
へ
。

〇
役
場
町
民
課
福
祉
係
ま
で
。

6
三
四
ー

ニ
三
―
一
番

国
民
年
金
の

任
意
加
入
に
つ
い
て

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
方

は
、
希
望
す
れ
ば
国
民
年
金
に
任
意

加
入
で
き
ま
す
。

加
入
が
遅
れ
た
り
、
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
っ
て
年
金
を
受
け
る
の

に
必
要
な
期
間
が
不
足
す
る
方
は
、

任
意
加
入
し
て
期
間
を
満
た
せ
ば
、

年
金
が
受
給
で
き
ま
す
。

ま
た
、
年
金
を
受
け
る
権
利
は
満

た
し
て
い
る
が
、
保
険
料
の
未
納
期

間
が
あ
る
方
も
、
任
意
加
入
し
て
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
年
金
を
繰
り
上
げ
て
受

給
し
て
い
る
方
や
、
厚
生
年
金
保
険
、

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

加
入
で
き
ま
せ
ん
。

何
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
役
場
の
年
金
係
ま
で
お
尋

ね
下
さ
い
。

く
ら
し
の
知
恵
を
募
集
し
て
い
ま
す

一
、
応
募
方
法

①
衣
食
住
、
健
康
、
慣
習
な
ど
、

く
ら
し
に
役
立
つ
知
恵
や
情
報

に
限
り
ま
す
。

②
一
題
に
つ
ぎ
四

0
0字
詰
原
稿

用
紙
一
・
五
枚
以
内
と
し
、
縦

書
き
と
し
ま
す
。

③
原
稿
用
紙
の
末
尾
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
下
さ
い
。

二
、
慕
集
期
間

平
成
二
年
九
月

一
日
か
ら

平
成
二
年
十
月
三
十
一
日

三
、
応
募
先
、
及
び
問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
山
越
町
四
五

0
番
地

愛
媛
県
生
活
セ
ソ
タ
ー

(
Q
O八
九
九
—
二
六ー

ニ
六
0
三



(5) ~碑 r 団

無料法律相談
時毎週土曜日 午前中

所 自治会館5F小会議室

（松山市一番町四丁目 l-2)

料金 無料

申込電話で予約

申込先 霞0899(41)6279

愛媛弁護士会

（財）法律扶助協会愛媛県支部

日

場

・
人
気
の
出
て
き
た
豆
乳

最
近
脚
光
を
浴
び
て
い
る
飲
料
に

豆
乳
が
あ
り
、
こ
れ
は
大
豆
か
ら
た

ん
ぱ
く
質
お
よ
び
脂
肪
を
溶
出
さ
せ

た
液
で
す
。

大
豆
の
脂
肪
に
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
低
下
さ
せ
る
リ
ノ
ー
ル
酸
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
豆
乳
を
利
用

す
れ
ば
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
心
配
し

な
い
で
も
良
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

近
年
、
中
高
年
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま

す。・
カ
ル
シ
ウ
ム
と
ビ
タ
ミ
ン
の
比
較

牛
乳
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
が
一

0
0

g
当
り
一

0
0
m
g、
ま
た
ビ
タ
ミ
ソ

即
が

0
．
一
五

mg含
ま
れ
て
い
る
の

回
で
、
こ
れ
ら
の
よ
い
供
給
源
の
飲
料
と

い
わ
れ
る
の
に
対
し
豆
乳
で
は
、
牛

乳
に
比
べ
て
カ
ル
シ
ウ
ム
で
は
約
六

分
の
一
、
ビ
タ
ミ
ソ
即
で
は
七
分
の

一
と
栄
養
素
の
含
量
が
著
し
く
少
な

い
で
す
。
共
に
栄
養
値
の
高
い
飲
料

I

◎
◎
R
④
◎
①
R
@
 

5

一
豆
乳
と
牛
乳
の
特
徴

g
 

クレジット・リース11淵f
クレジットやリ ース契約のトラプルに

お悩みの方の相談に電話で応じます。

日時 10月 4日（木）午前10時～午後 5時

専用電話 80899(21)9600番

当日弁護士会へおいでになっても結

構です。（相談料無料）

愛媛弁護士会

松山市一番町4丁目 1-5

匹 0899(41)6279

で
す
が
、
両
者
に
は
明
ら
か
に
成
分

的
に
差
偉
が
あ
る
の
で
両
者
の
特
徴

を
よ
く
知
り
、
使
い
分
け
て
利
用
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
牛
乳
が
体
質
に
合
わ
な
い
人
の
た

め
に牛

乳
を
日
本
人
の
成
人
が
飲
む
場

合
、
消
化
液
の
乳
糖
分
解
酵
素
の
活

性
が
欧
米
人
に
比
べ
て
低
い
の
で
、

下
痢
を
し
た
り
、
腸
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
鳴

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
乳
糖

不
耐
症
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
最
近

で
は
、
こ
の
乳
糖
分
解
酵
素
を
特
殊

な
方
法
で
固
定
化
し
、
乳
糖
を
分
解

し
た
牛
乳
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
も
乳
酸
発
酵
に
よ
り

乳
糖
が
分
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
質

に
よ
り
牛
乳
を
飲
め
な
い
人
は
、
こ

れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
カ
ル

シ
ウ
ム
お
よ
び
ビ
タ
ミ
ソ

Bz
の
供
給

を
す
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

日
本
人
に
一
番
不
足
し
て
い
る
の

は
カ
ル
シ
ウ
ム
で
す
。
牛
乳
を
飲
む

最
大
の
目
的
は
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
る

こ
と
で
す
。

平成2年度労働保険適用促進月間 扇
業
主
の
皆
様
へ
]

労
働
保
険
の
加
入
は

お
す
み
で
す
か

労
働
省
で
は
、
十
月
一
日

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
を

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
と

定
め
、

「
加
入
し
て
、
さ
わ

や
か
笑
顔
に
、
明
る
い
職
場
」

の
標
語
の
も
と
に
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の

未
手
続
き
事
業
の
解
消
を
全

国
的
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

未
手
続
ぎ
の
事
業
主
の
方
、

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は

早
め
に
！

労
働
保
険
に
つ
い
て
の
ご

相
談
・
問
い
合
わ
せ
等
は
、

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

(QO
八
九
四

ニ
ニ
—
一
七
五
〇

大
洲
公
共
職
業
安
定
所

6
0
八
九
三

ニ
四
ー
＝
二
九
一

へ
ど
う
ぞ

愛
媛
県
労
働
基
準
局

愛
媛
県
雇
用
保
険
課

観光栗ひろい、いよいよ本番

味
覚
の
秋
で
す
。

肱
川
町
の
観
光
に

一
役
か
っ
て
い
る
、

観
光
栗
ひ
ろ
い
と
、

リ
ン
ゴ
狩
り
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

自
然
の
中
で
、
家

族
揃
っ
て
の
行
楽

も
兼
ね
て
味
覚
の

味
を
楽
し
む
皆
さ

ん
に
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

栗
ひ
ろ
い
は
、

町
内
五
戸
の
農
家

が
受
け
入
れ
て
お

り
、
リ
ソ
ゴ
狩
り

は
一
戸
で
す
が
三

〇
ア
ー
ル
の
リ
ソ

ゴ
園
を
開
放
し
て

い
ま
す
。

栗
ひ
ろ
い
の
出
来
る
期
間
は
、
九

月
十
五
日
か
ら
十
月
十
五
日
の
一
ヶ

月
間
で
、
リ
ソ
ゴ
狩
り
は
八
月
十
八

日
か
ら
十
月
＝
―
十
一
日
ま
で
の
ニ
ヶ

ロ秋の味覚がいっぱい

国甜ac8も悩とりン目乱り

月
問
で
す
。

入
園
料
金
は
次
の
と
お
り
り
で
す
。

◎
栗
ひ
ろ
い

A
コ
ー
ス

栗
ひ
ろ
い
＋
栗
め
し
＋
い
も
た
き

で
一
人
二
、
五

0
0円

B
コ
ー
ス

栗
ひ
ろ
い
＋
栗
め
し
＋
資
料
館
見

学
で

一
人

一
、
六

0
0円

C
コ
ー
ス

栗
ひ
ろ
い
＋
栗
め
し
で
一
人
一
、

五

0
0
円
で
す
。

◎
リ
ン
ゴ
狩
り

小
学
生
以
上
五

0
0円
、
幼
稚
園
児

1
0
0円
（
食
べ
放
題
）

栗
ひ
ろ
い
、
リ
ソ
ゴ
狩
り
と
も
入

園
手
続
き
は
特
産
開
発
セ
ソ
タ
ー
で

受
け
付
け
ま
す
。

皆
さ
ん
も
親
し
い
友
人
や
、
親
戚

そ
の
他
の
皆
さ
ん
へ
栗
ひ
ろ
い
や
リ

ソ
ゴ
狩
り
を
是
非
お
す
す
め
く
だ
さ

、0
l
>
 

◎
申
込
と
受
け
付
け

ひ
じ
か
わ
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー

6
三
四
ー
ニ
ニ
四
四
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おたくの愛犬は他人に危害を加えていませんか
（犬の危害防止対策推進月間）

現在町内で登録されている犬は217頭です。 3. 犬の習性などをよく理解し、適正な飼育管理に努め、

10月を「犬の危害防止対策推進月間」として、犬の正しい 他人に迷惑をかけないよう心配りをしましょう。

飼い方の啓発、野犬の一斉掃討を実施し、犬による危害の (1)よいしつけには、根気と愛情が必要です。

発生防止を図っています。 (2)犬小屋及びその周辺はいつも清潔にしましょう。

汚物「フソ」等で道路・公園など公共の場所を汚さな

（犬の正しい飼い方） ．． ヽようにしましょう。

犬を飼っている方は次のことを守って下さい。 .... 4.' には表示をしましょう。

1. 犬は必ずつないで飼いましょう。 ）犬の首輪には、犬の鑑札・注射済票を必ずつけて下

(1)放し飼いは、人に危害を加えたり、他人に‘惑を さい。

けます。 豆 (2)門戸の見やすい場所に、「飼い犬飼育管理の証」を掲

(2)咬傷事故の多くは、飼い犬によるもので、飼、主の ―ヽして下さい。

無責任な放し飼いが原因です。 ｀ 登録と狂犬病予防注射を必ず受けましょう。

(3)運動させるときも、犬を解き放してはいけませ 。 二 では、狂犬病が発生しています。

2.犬 を捨てないようにしましょう。 (1生後91日以上の犬は、毎年 1回、登録と予防注射を

(1)飼う以上は、家族の一員として愛情と責任をもち ．：： 必ず受けなければなりません。

死ぬまで飼いましょう。 だ受けていない方は、登録は役場へ、また、予防注

(2)飼い続けられなくなった場合は決められた日に 近 くの動物病院へ行って受けて下さい。

セ‘ノターまで持参して下さい。犬を捨てることは、野 料金は、一頭につぎ、 3,000円です。

犬を増やすことになり、人に危害を加える原因になり 登録料金は 2,500円です。

:

＇

 

「
食
べ
る
」
こ
と
は
、
運
動
や
休
養
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一

0
0％
と

と
と
も
に
、
健
康
を
支
え
る
三
要
素
し
た
場
合
、
脂
肪
の
割
合
は
、
ニ

10

の

―

つ

で

す

。

ー

ニ

五

％

が

理

想

で

す

。

し

か

し

最

厚
生
省
は
毎
年
、
国
民
栄
養
調
査
近
、
二
五
％
を
超
え
る
世
帯
が
増
え

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
日
当
て
き
ま
し
た
。

た
り
の
栄
養
摂
取
状
況
を
み
る
と
、
二
五
％
を
超
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、

全
体
的
に
は
良
好
な
の
で
す
が
、
個
す
ぐ
に
病
気
な
ど
に
な
る
わ
け
で
は

別
に
み
る
と
次
の
よ
う
な
傾
向
が
み
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
脂
肪
の
多

ら

れ

ま

す

。

い

食

生

活

は

、

心

臓

病

や

乳

が

ん

、

①
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
が
ち
大
腸
が
ん
な
ど
の
発
症
と
深
い
か
か

②
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
脂
肪
わ
り
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

の

割

合

が

増

加

ま

た

、

脂

肪

は

量

だ

け

で

な

く

、

質

③
こ
こ
数
年
続
い
て
い
た
塩
分
摂
取
の
あ
り
方
も
大
切
で
す
。
動
物
性
脂

量
の
減
り
方
が
鈍
っ
て
き
た
肪
（
魚
類
を
除
く
）
に
偏
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
ら
は
、
骨
が
折
れ
や
す
く
な
魚
類
お
よ
び
植
物
性
食
品
な
ど
か
ら
、

る
骨
粗
し
ょ
う
症
を
は
じ
め
、
が
ん
、
バ
ラ
ソ
ス
よ
く
摂
取
す
る
よ
う
に
し

心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
発
症
と
深
た
い
も
の
で
す
。

い

か

か

わ

り

を

も

っ

て

い

ま

す

。

●

塩

分

●

カ

ル

シ

ウ

ム

一

日

十

グ

ラ

ム

以

下

を

目

標

に

食

物

か

ら

し

っ

か

り

補

う

十

ニ

・

ニ

グ

ラ

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
栄
養
剤
な
ど
か
ム
ー
こ
れ
は
昭
和

ら
と
る
の
で
は
な
く
、
食
物
か
ら
し
っ
六
十
三
年
に
お
け

か
り
補
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
牛
る
、
一
人
一
日
当

乳
や
チ
ー
ズ
な
ど
の
乳
製
品
、
小
魚
、
た
り
の
塩
分
摂
取

海
草
な
ど
は
、
『
カ
ル
シ
ウ
ム
の
宝
量
で
す
。
前
年
に

庫
』
で
す
。
比
べ
、

0
•
五
グ

子
供
（
幼
児
期
）
は
一
日
千
ミ
リ
グ
ラ
ム
増
え
て
い
ま

ラ
ム
以
上
、
大
人
は
一
日
六
百
ミ
リ
す
。
厚
生
省
が
目

グ
ラ
ム
以
上
を
と
る
よ
う
に
し
た
い
標
と
し
て
い
る
塩

も

の

で

す

。

分

摂

取

量

は

、

一

●

脂

肪

人

一

日

当

た

り

十

動

物

性

に

偏

ら

な

い

グ

ラ

ム

以

下

（

ア

胃
メ
リ
カ
は
五
グ
ラ
ム
）
で
す
。
地
域

別
に
み
る
と
、
北
海
道
や
東
北
、
北

関
東
や
北
陸
な
ど
で
の
摂
取
が
多
く
、

『
東
高
西
低
』
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

塩
分
を
と
り
す
ぎ
る
食
生
活
は
、

血
圧
の
上
昇
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
一
日
十
グ
ラ
ム
以
下
に
抑
え
る

よ
う
、
低
塩
・
減
塩
な
ど
の
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

十
月
は
、
「
食
生
活
改
善
普
及
運

動
月
間
」
で
す
。
今
年
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
、
『
増
や
そ
う

Ca

減

し

な

ら
脂
Na
さ
い
運
動
』
で
す
。
は
カ

ル
シ
ウ
ム
、
は
ナ
リ
ト
ウ
ム
（
塩

分
）
の
こ
と
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
増

や
し
、
脂
肪
と
塩
分
を
減
ら
そ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
栄
養
バ
ラ
ソ
ス
の

と
れ
た
食
事
を
も
と
に
、
適
度
な
運

動
、
十
分
な
休
養
を
加
え
、
健
康
な

生
活
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
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老
人
福
祉
週
間

今
年
も
、
九
月
十
五
日
よ
り
敬
老

の
日
老
人
福
祉
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
わ
が
国
は
、

今
や
人
生
八
十
年
時
代
と
な
り
、
高

齢
者
福
祉
の
充
実
は
、
ま
す
ま
す
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
生
き
が
い
を
も
っ

て
暮
ら
せ
る
、
明
る
＜
活
力
あ
る
長

寿
•
福
祉
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、

介
護
対
策
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
高

齢
者
自
身
の
目
的
努
力
と
と
も
に
、

「みんなで築ころっ
明るい長寿社会」

一
人
ひ
と
り
が
高
齢
者
問
題
を
自
分

自
身
の
問
題
と
し
て
理
解
し
、
家
庭
・

地
域
・
職
場
・
学
校
あ
ら
ゆ
る
場
面

て
、
適
切
に
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
よ
う
な
、
背
景
か
ら
、
今
年

の
老
人
福
祉
週
間
ポ
ス
タ
ー
「
み
ん

な
で
築
こ
う
明
る
い
長
寿
社
会
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
「
元
気
な
種
を
ま
こ

う
じ
ゃ
な
い
か
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
し
て
、
高
齢
者
と
若
者
の
連
帯

感
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
い
き
い
ぎ

と
し
た
楽
し
い
デ
ザ
イ
ソ
で
す
。

「明
る
＜
健
康
的
な
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
、
長
寿
社
会
づ
く
り
」
へ
元

気
な
種
を
ま
き
ま
し
ょ
う
。

予
子
林
老
人
ク
ラ
ブ
白
寿
会
で
は
、

今
年
度
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
、
モ
デ
ル
老

人
ク
ラ
ブ
と
し
て
県
の
指
定
を
受
け
、

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
諸
々
の
事

業
を
計
画
、
順
次
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
去
る
八
月

二
十
日
、
予
子
林
農
協
前
で
、
交
通

茶
屋
を
開
設
し
ま
し
た
。

何
分
に
も
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
は

初
め
て
の
試
み
で
も
あ
り
、
全
く
様

子
が
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
役
員
一
同

非
常
に
不
安
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た

が
、
幸
い
地
元
に
安
全
協
会
肱
川
支

部
の
上
甲
理
事
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す

の
で
相
談
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

早
速
に
支
部
の
土
居
事
務
局
長
さ
ん

と
密
接
な
連
携
の
も
と
警
察
と
の
打

合
せ
を
始
め
、
更
に
は
開
設
に
必
要

な
機
材
の
準
備
や
運
営
の
要
領
な
ど

に
つ
い
て
懇
切
な
ご
指
導
を
頂
き
不

安
も
解
消
し
て
当
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
ぎ
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

警
察
の
方
は
勿
論
で
す
け
れ
ど
も
、

上
甲
理
事
さ
ん
も
終
日
ご
出
席
を
頂

い
て
準
備
か
ら
運
営
の
細
部
に
つ
い

て
助
言
を
頂
き
、
ま
た
開
設
中
に
は
、

北
本
支
部
長
さ
ん
、
土
居
事
務
局
長

さ
ん
、
役
場
か
ら
は
、
総
務
課
の
二

葉
補
佐
さ
ん
の
ご
視
察
ご
指
導
を
頂

い
て
、
ク
ラ
プ
の
出
務
者
、
会
長
を

始
め
男
女
十
名
の
会
員
は
、
こ
の
ご

配
慮
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
運

転
を
さ
れ
る
方
よ
り
も
、
む
し
ろ
会

”
交
通
茶
屋
を
実
施
し
ま
し
た
“

予
子
林
白
寿
会

0

小

藪

―

-

＿

井

修

さ

ん

0

協

生

兵

頭

茂

春

さ

ん

御
芳
志
の
お
礼

員
の
方
が
任
務
の
重
大
さ
と
安
全
運

転
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
開
設
を
通
し
て
全
体

の
空
気
を
強
い
て
言
え
ば
、
会
員
は

真
剣
に
温
か
く
笑
顔
で
応
対
し
た
っ

も
り
で
す
が
、
そ
の
感
触
は
運
転
者
、

同
乗
者
と
も
迷
惑
そ
う
に
不
遜
な
態

度
の
人
が
割
合
に
多
く
更
に
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
は
必
ず
し
も
守
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
で
、
そ
の
中
の
一
人

は
、
や
さ
し
く
注
意
を
喚
起
し
た
と

こ
ろ
喧
嘩
腰
で
反
発
す
る
な
ど
、
交

通
マ
ナ
ー
の
向
上
は
ま
だ
ま
だ
今
後

の
課
題
の
よ
う
で
す
。

な
お
開
設
中
の
通
行
車
両
は
、
百

三
台
、
人
員
は
百
五
十
五
名
と
県
道

と
し
て
は
予
想
外
に
多
い
こ
と
を
改

め
て
知
り
ま
し
た
。

と
に
も
か
く
に
も
、
関
係
者
の
方
々

の
ご
協
力
で
無
事
終
わ
り
、
安
全
運

転
の
啓
蒙
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
貢

献
で
き
た
も
の
と
、
ク
ラ
ブ
員
一
同

心
か
ら
関
係
者
に
お
礼
を
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
満
足
し
て
お
る
次
第
で

す
。
（
白
寿
会
々
員
横
田
方
之
）

次
の
方
か
ら
、
社
協
に
温
か
い
ご

寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

畠
／
會
[

/1,，
＼
 

在
宅
福
祉
の
一
層
充
実
を
図
る
こ

と
を
観
点
に
従
来
の
対
象
世
帯
に

「精
神
薄
弱
者
世
帯
」
「
高
齢
者
世
帯
」

と
拡
大
さ
れ
、
平
成
二
年
十
月
一
日

か
ら
従
来
の
世
帯
更
生
資
金
か
ら
生

活
福
祉
資
金
に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

世
帯
更
生
資
金
の
名
称
が
生
活
福

祉
資
金
に
変
わ
り
ま
す
。

「安全運転お願いします」
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三？斤た1こ、 ラインア乙
あなたの貯薔プランにお役立てください。

100万円からの身近な高利回り

農協のス—lt-MMC
300万円からは利回りグーンとアップ

ス—Jt-MMC~四

だんぜんお得な高利回り。

農協のスーバーMMC、スーパーMMC

300は、どちらも高利回りな大口定期

預貯金の利率をもとに決まるので、だ

んぜん有利。しかも、期間3年ものは

半年の複利計算になりますので、利回

りはアップします。

また、 65歳以上の方など、元金300万円

まではマル優をご利用いただけるのも

魅力です。

息安全。

お預け入れになった時の利率が満期日

まで変わらない確定利回りです。です

から安全・確実に運用できます。

●利率は、、金額・預け入れ期間ことに8通り。
詳しくは、お近くの農協の窓口におたすね

ください。

c% 

2年未満

1年超

1年

C% 

b% 

a% 

1年未満

6か月超

6ヵ、月

6か月未満

3か月超

3ヵ、月

B% 

A% 

期間自由でラインアップ。

農協のスーバーMMC、スーバーMMC

300の預け入れ期間は、これまでの3

か月• 6か月・ 1年・ 2年・ 3年ちょうど

の定型5種類のほか、 3か月を超え3

年未満の間なら満期日が自由に選ぺる

満期日指定型が加わりラインアップ。

あなたの貯蓄プランに合わせてこ自由

に選べます。

使い方、いちだんと便利。

自動継続タイプにすれば、満期日にめ

んどうな手続きは必要なく、たいへん

便利です。（満期日指定型では取り扱い

できません。）

また、総合口座にセットすれば、自動

融資がこ利用でき、いざという時も安

心です。（満期日指定型では取り扱いで

きません。）

十
一
月
五
日
か
ら
、
農
協
の
ス
ー
パ
ー
M
M
C
が
変
身
し
ま
す
。

お
預
け
入
れ
一

0
0
万
円
か
ら
の
「
ス
ー
パ
ー

M
M
C
」
と
、
三

0
0
万
円
か
ら
の
「
ス
ー

パ
ー
M
M
C
三
0
0
」
が
装
い
を
新
た
に
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

利
率
は
、
ど
ち
ら
も
大
口
定
期
預
貯
金
の
利
率
が
も
と
に
な
る
の
で
高
利
回
り
で
す
。
そ

し
て
確
定
利
回
り
も
ち
ろ
ん
元
金
、
利
息
と
も
安
全
、
確
実
な
貯
金
の
ス
ー
パ
ー
マ
ン
で
す
。

期
間
は
こ
れ
ま
で
の
三
か
月
、
六
か
月
、
一
年
、
二
年
、
三
年
の
五
種
類
の
ほ
か
、
三
か
月

を
越
え
三
年
未
満
で
満
期
日
を
自
由
に
指
定
で
き
る
満
期
日
指
定
型
が
加
わ
り
ま
し
た
。

今
お
持
ち
の
農
協
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
で
全
国
の
都
市
銀
行
十
―
―

行
、
地
方
銀
行
六
十
四
行
の
現
金

自
動
支
払
機
(
C
D
.
A
T
M
)
を

利
用
し
て
、
現
金
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
農
協
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
は
、

「
全
国
農
協
キ
ャ
ッ
シ
ュ

サ
ー
ビ
ス

」
の
看
板
ま
た
は
マ
ー

ク
の
あ
る
全
国
一
万
七
千
の
農
協

店
舗
か
、
都
道
府
県
を
単
位
と
し

て
、
農
協
、
都
・
地
銀
、
信
金
等

の
提
携
金
融
機
関
の
店
舗
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
七
月

十
六
日
以
後
は
、
全
国
の
都
・
地

銀
で
利
用
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。つ

ま
り
、
農
協
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
一
枚
あ
れ
ば
、
旅
行
や
出
張
で

他
の
都
道
府
県
へ
出
か
け
ら
れ
て

も
、
そ
こ
に
あ
る
都
銀
ま
た
は
地

銀
の
店
舗
に
あ
る

C
D
.
A
T
M

で
現
金
を
引
き
出
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
訳
で
す
。

こ
れ
ま
で
利
用
で
き
ま
し
た
農

協
の
店
舗
に
加
え
、
全
国
の
都
市

銀
行
三
千
四
百
店
舗
、
地
方
銀
行

七
千
四
百
店
舗
が
結
ば
れ
る
こ
と

と
な
り
、

国
内
津
々
浦
々
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
か
ら
、
い
ざ
現

金
が
必
要
と
な
っ
た
時
で
も
大
変

安
心
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
行
楽
、
ソ
ー
ズ
ソ
、

ど
こ
へ
出
か
け
る
に
も
、
あ
な
た

の
お
そ
ば
に
農
協
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
一
枚
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
農
協
の
窓
口
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
す
ま
す
便
利
に

r
震
協
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」
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のうきょう

クローバローン
最高200万円まで、使いみちはご自由です。まとまったお金がご入

用になった時などに農協の窓口にお申し込みください。

ア
）
力
を

協
貯
金

媛
県
信
連

当農協業務につきましては、格別のお引き立てを賜り、厚くお礼申し上げます。

今日は農協が自信を持ってお勧めする「のうきょうカードローン」と「のうきょう自動車

ローン」をもっと皆様に知っていただきたく、ご案内させていただきました。

『いざという時』あなたの暮らしに大きくお役立ていただけます「のうきょうカードロー

ン」と「のうきょう自動車ローン」を、ぜひご利用下さい。

詳しい商品内容につきましては、私ども担当者がお伺いし、ご説明申し上げますので、

お気軽にお申し付け下さい。

車に関するご希望をお持ちではございませんか？

『車を買うんだけれど、頭金しかなくって•••』

そんな時は「のうぎょう自動車ローソ」におまかせ下

さい！

「の うぎょう自動車ロ ーソ」は車に関する費用ならす

べてOKという、低利で便利なロ ーソです。

••••••••••••• 
：三悶°;こi悶::: ・ プラン ・■ 金利 9.0% 返済期間 3年 • 

I 毎月返済プランボーナス併用返済プラン ・． ． ・毎月返済額毎月返済額ボーナス返済額 ． 
I I c.100万円） （50万円） （50万円） 1 ．．  
I'  

3 1, 7 9 9 II 1 5, 8 9 9 I 9 6, 9 3 9 

・ • ．．．．．．．．．．．．』

婦人のページは生活のヒントや話題をワイド

編成でお届けします。

日本農業柔斤間

今
、
県
下
一
斉
に
「
農
業
新
聞
」
の
購

読
推
進
を
致
し
て
お
り
ま
す
。
肱
川
農

協
で
も
目
標
九
十
一
部
を
か
か
げ
推
進

中
で
有
り
ま
す
が
是
非
共
購
読
し
て
見

て
下
さ
い
。

紙
面
の
内
容
も
巾
広
く
充
実
し
て
あ

ら
ゆ
る

ニ
ュ
ー

ス
が
紙
面
い
っ
ぱ
い
に

広
が
り
、
農
家
の
求
め
る
情
報
が
あ
な

た
に
速
報
さ
れ
ま
す
。

今
で
は
日
刊
に
な
り
料
金
も
一
ヶ
月

二
、

0
六

0
円
（
消
費
税
込
み
）
と
な
っ

て
お
り
ま
ず
。

お
申
込
は
農
協
へ
よ
ろ
し
<
ぉ
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

「
日
本
農
業
新
聞
」

の
講
読
に
つ
い
て
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！ 優良材生産は直材づくりから．9 椎茸生産はクヌギ林造成から．， I 
i i 
i 肱川土場木材相場表 ！ 
i 第 552回 平成2年8月27日 i肱Jll町森材組合乾朴目口甘場表 I ! 

県森連市よ り （単位オ当り： 円） 1. 市 売 日 9 • •平成 2 年 8 月 21 日
！ 1. 販売数量 • 42ケ ー ス 1408.6kg ! 

スギ ヒ ノキ’マッ
！ 

ウの他 1． 平均単価 3,240円 ！ 
1. 銘 柄別価格 ！ 

7 CID下本 191本 i59本 344本 164 松パルプ ！ 
8~10cm上本 245本 130本 488本 190 末 口 7 cm上

銘 柄単 価 比 率銘柄単 価比 率

4 m|ll~12cm上 56 - 102 -18cm上 60長さ1.7~1.9m 大 厚 8,800 — 特用大葉 4,890 - i 
13 CID上 62 - 161 -24cm上 74 25 中 厚 6,400 3 特用 中葉 3,860 4 
18 cm J:I 65 I -I 172 I -I 30cm上 一 雑パルプ ！ 
7 CID下本 165本 101本 173本 96 

末 口 7cm上 小 厚 s,270 I 7 特用小葉
長さ 2m  5 

3, 530 ! 
8 CID上本 144本 106本 226本 137I I 43 大ウス 4,890 大バレ 2,910 6 ! 
11 CID上 341 I 60 3ml パリ材
13cm上（二） 76 156 -18cm上60 ^ 

中ウス 5,070 ー 中 ； レ 3,210 3 ! 
材（松・杉・桧）

13cm上国 95 _ 196 -24⑳上 67 末 口 3~6  cm 中小ウス 4, 570 5,Jヽ パ レ 2,630 16 ! 
18 CID上 76 - 151 -30⑳上 ― 長さ 2m 小ウス 3, 790 17 変 形 3,920 , ！ 
7 cm下本 100本 ＿ 本 100本 一 72 ! 

2m|8 CID上 14 15 
ジャミウス 2,760 I - 3 色 落 ウ ス 2,s10 I s--.. i 

16 cm上 28 _ 63 -13cm上＿ 松ハ リ材 冬 大 一色 、悪 2,180 I ll I I 
3 0 CID上 so I -I 109 I -I 30cm上 一 16~22cm 

13cm上ー 92 _ 314 3 m 74円 、
冬 中 ーー 黒子 860 4 ! 

6m 13cm上 77 277 4 m 84円 冬 小 ー 一 その他 一ー ！

、 13cm上三 ― 336 _ ！ 
rヽ 13cm上 217 - 955 - 1概要 ！ 

鰤 杉、檜は保合楢6m江‘§瞑合、松材は一部強保合 i 
i 

・『-—--工9.ミ-＝----—------------
」

今岡氏山林（汗生） 81年(S56年造林）
86年 6年生 1回目枝打 88年 8年生
2回目枝打 90年 10年生 3回目枝打

大ダバ（町有林）
クヌギ 9年生

平
成
二
年
秋
ー
平
成

三
年
春
、
山
行
苗
木
注

文
に
つ
い
て
、
注
文
書

を
今
月
の
部
落
常
会
に

ま
と
め
て
、
頂
き
ま
す

の
で
、
造
林
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
は
、
御
注
文
下
さ
い
。

（
ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
・
ク
ヌ
ギ
、
等）

尚
、
山
林
の
場
合
、
伐
採
す
る
三

十
日
前
ま
で
に
伐
採
届
け
出
が
必
要
。

保
安
林
の
場
合
、
伐
採
す
る
前
に

伐
採
許
可
申
請
を
し
て
、
許
可
が
お

り
て
か
ら
伐
採
し
、

完
了
後
は
伐
採
済

の
届
け
出
及
び
申

請
が
必
要
で
す
。

届
け
出
が
な
い
場

合
は
、
造
林
補
助

金
の
交
付
及
び
下

刈
補
助
金
の
交
付

が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

く
わ

し
く
は
、

森
林
組
合
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い

。

82年(S57年造林）

苗
木
の
注
文
に

※
椎
茸
原
木
の

注
文
に
つ
い
て

平
成
二
年
度
椎
茸
原
木
注
文
に
つ

い
て
、
注
文
書
を
今
月
の
部
落
常
会

に
ま
と
め
て
頂
き
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
、
注
文
書
に
よ
り
御
注

文
下
さ
い
。

0

樹

種

ク

ヌ

ギ

、
ナ
ラ

十
八
年
ー
十
九
年

0

伐
期
き
の
こ
セ
ソ
タ
ー
の
指
導

に
基
づ
き
、
適
期
に
伐
採

す
る
。

0

長
さ
ニ
メ
ー
ト
ル

尚
、
く
わ
し
く
は
森
林
組
合
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

※
林
内
作
業
道
の

開
設
に
つ
い
て

林
内
作
業
車
道
を
開
設
し
、
間
伐

材
の
搬
出
を
し
て
お
り
ま
す
。

開
設
計
画
の
あ
る
方
は
、
十
月
十

五
日
ま
で
に
森
林
組
合
へ

0

イ
、
事
業
名
ー
県
単
林
内
作
業
車

道
開
設
事
業

0

口
、
事
業
対
象
ー
受
益
面
積
二
加

以
上
、
受
益
者

二
戸
以
上

0

ハ
、

規
格

ー

幅
員
一
•

四
m
i

二
．

o
m勾
配
二

五
度
以
内

0

二
、
事
業
費
ー

一
m
百
円
ー
六
百

円
（
排
水
施
設
別
）

0

へ
、
補
助
率
ー
事
業
費
の
五

0
%

（
伐
採
を
除
く
）



(11)象這 巡~•*']0寧ょ炒亡プ三:::：ぺ9

[

野

菜

＿

ニ
ン
ニ
ク
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

①
土
づ
く
り
酸
性
土
壌
で
は
生
育

が
劣
り
、
球
の
肥
大
も
小
さ
く
な
り

ま
す
。
し
か
も
、
石
灰
を
多
く
吸
収

す
る
の
で
、
養
分
補
給
の
た
め
に
も
、

必
ず
石
灰
を
施
し
ま
す
。

入
一
坪
当
た
り
の
施
用
量
〉

完
熟
堆
肥
四
kg
．
苦
土
石
灰
五
百

g
.

ヨ
ー
リ
ソ
―
―
ー
百

g
．
化
成
肥
料
三
百

g
 

②
植
付
け
（
九
月
中
旬

t
十
月
上
旬
）

図
の
よ
う
に
畦
立
て
し
二
条
植
え
と

し
ま
す
。
黒
マ
ル
チ
を
行
う
と
除
草

の
手
問
が
は
ぶ
け
、
生
育
も
進
む
の

で
マ
ル
チ
栽
培
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

タ
ネ
は
通
常
ニ
ソ
ニ
ク
の
り
ん
片

を
使
用
し
ま
す
。
大
き
さ
は
品
種
に

よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
が
、

一
般
的

に
は
大
き
い
り

ん
片
を
使
っ
た

ほ
う
が
、
大
球

と
な
り
ま
す
。

植
付
け
の
深

さ
は
三
ー
五

cm

と
し
、
り
ん
片

g
 

の
先
・
芽
の
出

゜
7
 

巾畦

る
ほ
う
を
上
に

し
て
植
え
ま
す
。

適
期
刈
取
り
と
適
正
乾
燥

一
、
適
期
刈
取
り

水
稲
の
刈
取
り
適
期
は
、
籾
が
九

0
％
程
度
黄
変
し
、
穂
軸
の
大
部
分

が
黄
色
に
変
わ
っ
た
頃
で
す
。
出
穂

後
の
日
数
で
は
、
早
生
種
で
四
0'"'-'

四
五
日
、
中
生
種
で
四
五
ー
五

0
日、

晩
生
種
で
五

0
ー
五
五
日
が
目
安
と

な
っ
て
い
ま
す
。

刈
取
り
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
未
熟

米
が
多
く
、
遅
れ
る
と
玄
米
の
光
沢

が
悪
く
な
り
、
立
毛
中
で
の
胴
割
れ

米
が
多
く
発
生
し
品
質
が
低
下
し
ま

す。二
、
籾
の
乾
燥

ロ
ソ
バ
イ
ソ
収
穫
の
場
合
、
籾
を

袋
の
ま
ま
で
長
時
間
堆
積
す
る
と
、

発
酵
し
て
玄
米
が
変
色
し
ま
す
の
で
、

半
日
以
内
に
乾
燥
し
て
下
さ
い
。

籾
を
乾
燥
す
る
場
合
、
高
水
分
籾

を
最
初
か
ら
急
速
に
乾
燥
す
る
と
、

胴
割
れ
米
が
多
く
な
り
、
品
質
・
食

味
が
低
下
し
ま
す
。
送
風
温
度
は
機

種
に
合
っ
た
温
度
と
し
て
下
さ
い
。

三
、
種
子
籾
の
確
保

種
子
籾
は
異
品
種
の
混
入
・
種
子

伝
染
病
害
（
シ
ソ
ガ
レ
セ
ン
チ
ュ
ウ
・

ば
か
苗
病
）
の
被
害
を
受
け
て
い
な

い
水
田
か
ら
確
保
し
、
三
年
に
一
回

は
採
種
ほ
産
の
も
の
に
更
新
し
て
下

さ
い
。

g 

◎
@
 

④
施
肥
量
窒
素
を
押
さ
え
｀
リ
ソ

酸
主
体
の
施
肥
を
行
う
。
一
年
に

一

ゆ

ず

①
ミ
カ
ソ
ハ
ダ
ニ
…
高
湿
の
た
め
夏

バ
テ
し
て
い
た
ハ
ダ
ニ
が
増
植
を
開

始
し
ま
す
。
ハ
ダ
ニ
の
被
害
で
葉
や

果
実
の
表
皮
細
胞
を
吸
汁
し
、
白
っ

ぽ
く
し
て
光
合
成
能
力
を
低
下
さ
せ
、

油
断
す
る
と
十
月
ー
十
一
月
に
か
け

て
急
増
し
ま
す
の
で
園
地
内
の
葉
を

調
べ
発
生
初
期
を
ね
ら
っ
て
パ
ノ
コ

ソ
乳
剤
の

一
、

0
0
0倍
を
散
布
す

る。②
天
牛
（
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
）
…
成

虫
発
生
期
の
薬
剤
防
除
だ
け
で
は
効

果
が
不
充
分
で
あ
り
、
九
月
十
月
に

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
ー
の
栽
培

①
品
種
西
南
団
地
向
き
品
種
「ナ

ツ
ワ
カ
バ
、
タ
チ
ワ
カ
バ
」

②
圃
場
排
水
良
好
で
弱
ア
ル
カ
リ

(
P
H
六
•
五
t

七
•
五
）
の
肥
沃
地

③
土
壌
改
良
根
が
一

m
以
上
入
る

の
で
、
深
く
耕
す
こ
と
が
重
要

堆
ぎ
ゅ
う
肥
五

t
-
0
t

苦

土

石

灰

二

00'"'-'
三
0
0
槌

ョ
ウ
リ
ン
六

0
t
1
0
0
槌

を
一

0
a
当
た
り
施
用
す
る
。

株
元
を
見
回
っ
て
食
入
幼
虫
の
駆
除

に
努
め
る
。
幼
虫
の
食
入
部
か
ら
虫

ふ
ん
が
出
て
い
る
の
で
脱
脂
綿
に
ス

ミ
チ
オ
ソ
な
ど
の
薬
剤
を
し
み
こ
ま

せ
て
詰
め
て
お
く
。

栗
①
栗
園
の
診
断
：
・
大
半
の
栗
園
が
密

植
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
収
穫
期
は

枝
や
樹
の
込
み
具
合
が
最
も
よ
く
わ

か
る
時
期
で
あ
る
。
一
本
一
本
が
独

立
し
て
樹
全
体
に
日
が
当
た
る
よ
う

な
低
樹
高
栽
培
を
行
う
た
め
に
よ
く

観
察
し
て
お
き
収
穫
後
早
め
に
縮
間

伐
を
実
施
す
る
た
め
の
心
構
え
の
大

切
な
時
期
で
す
。

回
は
堆
き
ゅ
う
肥
を
投
入
す
る
。

元
肥
窒
素
五
迎
リ
ソ
酸
一
五

槌
、
加
里

一
五
槌

追
肥
[
早
春
]
液
状
ぎ
ゆ
う
肥
二

t

:
合
刈
取
り
後
]

II

二
t

⑤
播
種
期
九
月
中
下
旬
（
平
均
気

温
が
二

0
度
を
割
る
頃
）

播
種
量
単
ま
き

二
i
ニ
・
五
槌

混
ま
き
一
i
-
•
五
槌

⑥
刈
取
り
年
四

t
五
回
刈
取
り
可

能
・
刈
取
り
適
期
は
開
花
初
期
が
目

安

・
刈
取
り
高
は
五

t
八

cm
（
越
冬

期
は
一

O
c
m
以
上
）

_
 

10
月
3
日
（
水
）
岩
谷
方
面

10
月
4
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

10
月
8
日
（
月
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

10
月
9
日
（
火
）
中
津
・
予
子
林
方
面

10
月
11
日
（
木
）
大
谷
方
面

10
月
16
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

10
月
17
日
（
水
）
岩
谷
方
面

10
月
18
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

10
月
23
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

10
月
24
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

10
月
25
日
（
木
）
大
谷
方
面

10
月
30
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

10
月
31
日
（
水
）
岩
谷
方
面

10
月
醤
油
配
達
予
定
表

10
月
5
日
（
金
）
大
谷
方
面

10
月
12
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

10
月
19
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

10
月
26
日
（
金
）
予
子
林
方
面

10
月
L
P
G
配
達
予
定

2
日
（
火
）
大
屋
敷
・
大
平

5
日
（
金
）
上

石
丸
・
師
走
野
・
下
小
藪
・
中
野

8
日

（
月
）
藤
野
原•町
・
瓜
生
谷
9

日
（
火
）

八
重
栗
・
上
森
山
・
大
成
・
谷
・
百
ヶ
市
・

正
山

12
日
（
金
）
久
保
・
広
常
の
一
部

15

日
（
月
）
嵯
峨
谷

・京
造
・
見
野
越
・
月
野

尾
17
日
（
水
）
中
津
・
小
倉

18
日
（
木
）
広

常
・
影
地

20
日
（
土
）
森
・
肱
栄
・
硯
．

久
下
・
樋
野
ロ
・
上
汗
生

，22
（
月
）
白
石
・

上
小
藪
・
中
小
藪

25
日
（
木
）
中
居
谷
・

嘉
城
・
共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩
・
下
汗
生

27
日
（
土
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・
瓜
生
谷

の
一
部

30
日
（
火
）
下
、
中
、
上
、
敷
水
・

菟
野
尾
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肱川クローバースタンプ会
肱川クローバースタソプ会では、日頃のご

愛顧に感謝して、一年間にご使用いただいた

シール台紙の中から抽選で132名の方に、

ブルサ ービ スの賞金として 1等5,000円から

4等500円まで商品券を差し上げています。

今年は、八月七日の鹿野川夏まつりに抽選

を行い、次の方がたが当選されました。おめ

でとうございます。

なお、賞金の商品券はすでにご自宅までお

ダ

届けいたしました。

クローバースタソプ会では、来年もダプル

サー ビスを実施する予定です。今年の抽選以

降、来年の 7月31日までにご使用いただいた

シール台紙を対象に抽選を行います。

500円のお買物に 1枚のシールサービスに

加えて、 もう一度ラッキーチャンス。

お買物は、今後もクローバースタンプ会加

盟店をご利用ください。
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河

辺

村

大
谷
校
区

正
山
校
区

岩
谷
校
区

予
子
林
校
区

中
野
校
区

【
四
等
】

1
0
0名
五

0
0円
（
商
品
券
）

河

辺

村

正
山
校
区

有

友

八

恵

子

山

田

政

子

安

川

マ

キ

子

高
木
愛
子

予
子
林
校
区

岩
谷
校
区

和

気

睦

子

和

気

末

子

増
田
忠
典
芝
田
頼
子

中
野
校
区
中
岡
義
光

山
内
鈴
恵

西
田
幸
夫

福

田

哲

秋

兵

頭

ヤ

エ

子

台

本

あ

け

み

沖

野

和

義

冨
永
善
吉

【
三
等
】

ヽ

0
0
0円
（
商
品
券
）

下
鹿
野
川

京

造

【
二
等
】

五
名

大

谷

【
一
等
】

冨

永

カ

ツ

子

増

田

清

子

二
十
五
名

金
森
清
子
村
田
ス
ミ
ェ

小
西
ミ
ホ
子
兵
頭
芳
一

玉
岡
マ
サ
コ
堀
井
君
子

木
本
喜
久
栄

帽
子
美
代
子

藤
田
八
重
子

篠
原
寿
喜
恵

藤
中
八
重
子
中
野
菊
枝
上
川
良
子
城
戸
英
樹
稲
田
ミ
チ
エ
久
保
田
大
介
村
田
ト
メ
子

武

田

孝

一

高

尾

麻

子

金

野

佑

樹

兵

頭

武

敏

山

田

由

美

子

岩

本

リ

工

笹

木

健

吾

冨

永

ゾ

ヤ

子

冨

永

佐

由

美

冨

永

ミ

チ

子

山

内

春

義

大

野

鈴

子

冨

永

隆

子

金

野

幸

西

岡

満

岩

田

光

子

亀

田

幸

子

亀

田

ヒ

デ

子

池

田

千

八

子

三

瀬

敏

子

和

気

マ

サ

片

山

一

郎

水

本

忠

徳

出

水

サ

カ

工

沖

冨

子

藤

本

チ

エ

子

上

原

知

工

子

菅

野

良

子

周

藤

安

子

三

井

藤

子

三

井

正

勝

徳

本

寛

光

上

田

ミ

ド

リ

井

上

英

子

台

野

正

光

徳

本

直

子

河

内

マ

チ

ミ

今

岡

イ

ヨ

子

白

岩

明

江

橋

本

伸

子

松

尾

国

和

中

岡

政

子

亀

岡

百

合

子

岩

田

百

合

子

土

居

し

づ

子

上

田

リ

ツ

子

角

田

貴

美

子

麓

悌

子

＿

和
気
香
代
子
中
川
義
彦
宮
尾
善
郎
西
山
繁
網
森
本
美
津
子
藤
高
清
満
松
尾
直
生

東

昌

宏

宮

田

ク

マ

ヨ
村
田
英
夫
大
越
ミ
ヨ
ノ
山
下
ミ
ナ
子
三
瀬
健

一
伊
藤
久
美
恵

上
川
定
子
松
江
伸
通

堀

文

男

―

一

宮

ヒ

ロ

ミ

大

塚

操

源

田

輝

恵

清

水

カ

ツ

子

二

宮

咲

江

村

田

智

美

木

下

朝

美

大

野

ミ

ナ

ル

永

田

喜

洋

安

川

明

穂

上

田

隆

子

蔵

田

重

信

下

野

久

子
福
山
春
義
松
本
尚
子
上
田
幸
子
西
本
源
格
石
戸
美
代
子
藤
原
茂
瑣
夫
山
岡
キ
ク
エ

上
野
一
忠

松
尾
正
江

大

谷

下
鹿
野
川

三、
竹

田

二
名
五
、

0
0
0円
（
商
品
券
）

チ

子

上
鹿
野
川

0
0
0円
（
商
品
券
）

和

気

節

子

山

下

カ

ッ

子

中

野

鳥

越

ミ

ュ

キ

松

本

幸

子

大
野
ユ
キ
エ

二
宮
ミ
ノ

和

気

俊

子

西

岡

千

里

バ
ソ

ト
ッ
ク
・

キ
ャ
ビ
ソ
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流に掃し数な婦 貫会 役プ 北と 日 的→済饉動消交．現 い念業日にに行
し 汗活て参ど人 員員 ミ 平 し ← 当 に愛すや L___ の 通在まる式との掲貢三商
t~ を動清加多部部、‘ラ・て？商実はる医喜た事大た°典し一げ献十工

l大‘ノ‘エ施 た療
金

、め故き‘ ‘て斉‘す周会
磨洲国月会し＝め不 の‘な記 記記清する年連
ぎ線道＋にて 一ァ

十
v'--足世 ー 傷社念 念念掃で商を合

をの一日ぉい ＝ 万ー
に界愛病会事 誌植活に

行空九尺ぃる、、十悩のの
工記会

時問業 の樹動実会念で
つ 力 七 て゜ lし万む開献の題の 発五‘施 L___

た、ノ号ーも 運ド子発血血と← 打のましをししミ
°拾線斉—

て
ル供途三液な環 を丑たたス — 商

当い及清商 懃をた上十不っと 叶田今商口地エ
日とび掃工 を 目 ち 国 万 足 て し 証杢後エ l域会
は力県活会 全標をの人のいて し‘の会ガ社法
‘l 道動の 国に救飢運解る‘ て記事の、ノ会施空カン拾いに汗を流す会員

第
四
回
四
国
プ
ロ
ッ
ク
む
ら
お
こ
し

物
産
展
が
十
月
十
九
日
か
ら
二
十
四
日

ま
で
の
六
日
間
、
松
山
市
の
い
よ
て
つ

そ
ご
う
七
階
大
催
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

す。
今
回
は
「
国
民
文
化
祭
•
愛
媛9
0」
と

同
時
に
開
催
さ
れ
、
物
産
展
の
]
層
の

飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
物
産
展

は
、
四
国
各
地
で
作
ら
れ
た
特
産
品
の

展
示
、
即
売
及
び
、
観
光
等
の
宣
伝
や

郷
土
芸
能
披
露
な
ど
の
イ
ベ
ソ
ト
が
開

催
さ
れ
、
タ
イ
ト
ル
に

「
イ
キ
イ
キ
四

国
、
む
ら
お
こ
し
物
産
展
」
テ
ー
マ
は

「
心
豊
か
に
咲
く
文
化
、
ふ
る
さ
と
四

国
の
お
く
り
も
の
」
を
設
定
し
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

第
四
回
四
国
フ
ロ
ッ
ク

む
ら
お
こ
し
物
産
展

カーブミラー磨きで交通安全に一役

頚
ゑ
急
喜
息
裟
姿
裟
．
．
裟
翠

Eti

．
ヤ
喰
象
窒
ゞ
‘
.... 
＂ 

•• 

＂, 
．．
 

苓
姦
笈
・
、

．．
 

笈ゞ・姿各．努
．．．
 

＾
；
＂i
＇
ご
…
•
;
t
.
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商
工
会
法
30
周
年

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
記
念
事
業
の
推
進

南
予
県
産
品
ま
つ
り
ご
案
内

県
内
の
特
産
品
を
展
示
・
即
売
し
、

そ
の
愛
用
を
促
進
す
る
た
め
、

「
第
十

四
回
南
予
地
区
愛
媛
県
産
品
ま
つ
り
」

が
十
一
月
二
日
（
金
）
、
三
日
（
士
）
の
二

日
間
大
洲
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇

主

催

愛
媛
県
産
品
愛
用
運
動
推
進
協
議
会

第
十
四
回
南
予
地
区
愛
媛
県
産
品
ま

つ
り
実
行
委
員
会

愛
媛
県
物
産
協
会

◇
開
催
日
時

十
一
月
二
日
（
金
）

午
前
十
一
時
？
午
後
五
時

八
月
七
日
、
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
が
行

わ
れ
、
青
年
部
も
恒
例
の
ビ
ッ
ク
リ
市

と
、
く
じ
付
ぎ
も
ち
ま
き
を
行
い
、
夏

ま
つ
り
に
協
賛
い
た
し
ま
し
た
。
く
じ

付
き
も
ち
ま
き
は
、
一
等
を
肱
川
建
設
・

上
田
建
設
・
川
上
建
設
・
三
瀬
建
設
・

松
岡
建
設
・
冨
永
建
設
・
宇
和
川
建
設
・

宮
本
建
築
・
山
下
建
築
・
山
内
産
業
・

桑
原
電
工
・
丸
山
電
工
・
三
瀬
電
機
・

観
光
協
会
長
・
商
工
会
長
・
青
年
部
長

（
順
不
同
、
敬
称
略
）
の
方
々
に
ご
寄
付

を
項
き
、
一
等
・
東
京
往
復
航
空
券
（
ホ
テ
ル

二
泊
付
き
）
、
二
等
・
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、

三
等
・
各
商
店
賞
、
四
等
•
青
年
部
員

賞
と
し
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様

に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
年
部
だ
よ
り

十
一
月
三
日
（
土
）

午
前
十
時
？
午
後
四
時

◇

会

場

大
洲
市
民
会
館

（
大
洲
市
大
洲
八
九
一—

-
）

◇
出
展
品

食
料
品
、
繊
維
製
品
、
紙
加
工
品
、

木
・
竹
製
品
、
窯
業
製
品
、
民
芸
品
、

玩
具
等

◇
連
絡
先

八
幡
浜
地
方
局

産
業
経
済
部
商
工
労
政
課

(Q 

0
八
九
四
ー

ニ
ニ
ー

四
一
―

青
年
部
活
動
を
御
理
解
し
て
い
た
だ

き
ご
寄
付
を
頂
い
た
皆
様
方
、
並
び
に

各
商
店
賞
と
し
て
賞
品
を
提
供
下
さ
っ

た
皆
様
方
に
誌
面
を
お
借
り
し

て
謹
ん

で
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
ビ
ッ
ク
リ
市
も
皆
様
方

の
御
理
解
の
も
と
、
昨
年
を
上

回
る
実
績
を
残
す
事
が
出
来
、

有
意
義
な
活
動
に
積
極
的
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
考
え
で

お
り
ま
す
。

青
年
部
は
、
今
後
も
地
域
の

活
性
化
、
部
員
の
資
質
の
向
上
、

地
域
へ
の
奉
仕
等
々
の
活
動
を

続
け
て
行
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ビックリ市で夏まつりを盛り上げる青年部員

放
送
衛
星

(
B
S
)

地
上
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
テ

レ
ビ
電
波
を
受
け
、
こ
れ
を
増

幅
し
て
全
国
各
地
の
家
庭
に
直

接
送
る
衛
星
。
一

個
で
日
本
全

国
を
カ
バ
ー
す
る
。

N
H
K
が

難
視
聴
対
策
と
し
て
計
画
、
一
九
八
四
年

に
B
S
2
a
、
八
六
年
に
同
2
b
を
打
ち

上
げ
た
。
そ
の
後
B
S
3
シ
リ
ー
ズ、

九

七
年
ご
ろ
に
B
S
4
を
打
ち
上
げ
る
予
定
。

放
送
衛
星
を
使
え
ば
途
中
に
電
波
の
障

害
物
が
な
い
た
め
ゴ
ー
ス

ト
（
多
重
像
）
の

な
い
、
ぎ
れ
い
な
画
像
が
得
ら
れ
る
ほ
か
、

音
質
も
良
い
。
こ
の
た
め
将
来
の
テ
レ
ビ

放
送
の
主
流
に
な
る
と
み
ら
れ
、

N
H
K

が
放
送
中
の
ほ
か
民
間
の
日
本
衛
星
放
送

(
J
S
B
)
が
B
S
3
a
で
放
送
を
開
始
す

る
。
た
だ
、
衛
星
放
送
を
受
信
す
る
に
は
、

専
用
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ソ
テ
ナ
と
チ

ュー
ナ
ー

（
受
信
機
）
が
必
要
。
（
日
本
経
済
新
聞
）

こ とば
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全
国
環
衛
組
合
連
合
会

会
長
表
彰

和
気
邦
嗣
氏

料
飲
組
合
川
上
支
部
長
の
和
気
邦
嗣

氏
は
、
先
に
開
催
さ
れ
た
第
二
十
八
回

全
国
飲
食
業
環
境
衛
生
同
業
組
合
連
合

会
の
全
国
大
会
に
お
い
て
、
会
長
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

和
気
氏
は
、
多
年
に
わ
た
り
飲
食
業

環
境
衛
生
同
業
組
合
の
役
員
と
し
て
、

業
界
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認

忍~翠吟.ぷ~~ふ,·,, ・,, ,'ふ , , ,,,、・, , ,, ・.・, 
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和気邦嗣氏

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

宮岡社長（円内）と製造工場

新
会
社
設
立

代
表
取
締
役

を
輝
か
せ
な
が
ら
将
来
の
夢
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

〒
7
9
5

大
洲
市
徳
森
ニ
ニ
四
五
ー

一
三

コ
ー
ボ
ラ
尾
和
一

0
二
号

T
E
L
O
八
九
三
ー

ニ
五
ー
四

八
八
一

F
A
X
0
八
九
三
ー

ニ
五
ー
五
三
五
八

今
後
の
ご
発
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

味
光宮

信
岡

昇

『
ヒ
ョ
ー
ド
ウ
食
品
』

代

表

者

兵

頭

茂

政

こ
の
度
、
川
上
商
工
会
会
員
と
し
て
し
た
た
か
な
が
ら
力
強
い
も
の
を
感
じ

今
年
九
月
か
ら
入
会
さ
れ
る
予
定
の
大
ま
し
た
。
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い

谷
森
部
落

『
ヒ
ョ

ー
ド
ウ
食
品
』

（

代

た

し

ま

す

。

表
者
兵
頭
茂
政
氏
）
を
ご
紹
介
し
ま

す。
兵
頭
さ
ん
は
以
前
、
同
地
で
農
業
に

従
事
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
三
年
程
ま

え
か
ら
は
、
作
る
側
か
ら
売
る
側
へ
と

興
味
を
ひ
か
れ
、
商
売
を
始
め
る
決
心

を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

仕
事
の
内
容
は
、
椎
茸
の
加
工
販
売

で
す
。
単
に
加
工
品
と
い
っ
て
も
従
来

の
佃
煮
等
の
商
品
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

薬
品
、
つ
ゆ
、
そ
ぽ
ろ
、
離
乳
食
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
、
商
品
構
成
も
、
土
＜

さ
さ
が
売
り
も
の
の
商
品
か
ら
、
ギ
フ

ト
商
品
ま
で
、
椎
茸
と
い
う
―
つ
の
作

物
で
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
テ
ム
を
持
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

同
商
店
は
、
『
三
ち
ゃ
ん
経
営
』
を

宗
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
デ
リ
バ
リ

ー

コ
ス
ト
の
か
か
る
、
小
売
店
へ
の
卸
は

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
『
今
後
、
商
工

会
員
と
し
て
、
地
元
の
見
直
し
を
し
な

が
ら
、
何
ら
か
の
形
で
地
域
に
か
か
わ
っ

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
』
と
カ

強
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
奥
さ
ん
は
、
元
商
工
会
補
助
員

を
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
強
力

な
内
助
の
功
が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
兵
頭
さ
ん
曰
く
、

「
嫁
に
は
苦
労

の
か
け
っ
ぱ
な
し
で
す
：
．

0

」
と
笑
顔

の
内
に
秘
め
ら
れ
た
熱
意
と
闘
志
は
、

「
イ
ラ
ク
が
ク
エ
ー
ト
に

侵
略
」
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス

が
、
世
界
中
を
駆
け
巡
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
と
ソ
ビ
エ
ト
が

手
を
結
び
新
た
な
世
界
秩
序

を
築
こ
う
と
し
、
東
西
両
ド

イ
ツ
が
、
ド
イ
ツ
連
邦
と
な

り
、
そ
し
て
韓
国
、
北
朝
鮮

が
新
た
な
展
開
を
み
せ
、
第

二
次
世
界
対
戦
後
築
か
れ
た
世
界
秩
序

が
、
再
編
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
矢

先
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
両
大
国
の
軍
事
バ

ラ
ソ
ス
に
よ
る
世
界
支
配
は
、
両
大
国

に
巨
額
な
財
政
負
担
を
強
い
り
、
両
国

経
済
は
か
な
り
な
重
症
で
あ
る
が
、
そ

の
問
西
側
諸
国
の
西
ド
イ
ツ
、
日
本
な

ど
は
ア
メ
リ
カ
の
傘
の
も
と
、
経
済
大

国
と
し
て
急
成
長
を
遂
げ
た
。
米
ソ
両

春亙秋冬

兵頭さん（円内）と椎茸製品の数数

大
国
は
、
軍
縮
に
よ
り
手
と
手
を
結
び

両
国
経
済
の
立
直
し
と
、
経
済
力
に
よ

る
新
た
な
世
界
編
成
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
。

日
本
経
済
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ア

ラ
プ
諸
国
に
石
油
の
約
六

0
％
を
依
存

し
て
い
る
。
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
ア
ラ
ブ

諸
国
に
握
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、

石
油
の
備
蓄
等
、
対
策
は
あ
れ
こ
れ
と

講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
経
済
指
標
は
即

座
に
反
応
し
た
。
有
事
の
円
安
ド
ル
高
、

イ
ン
フ
レ
懸
念
に
よ
る
公
定
歩
合
の
引

き
上
げ
、
先
行
不
安
に
よ
る
株
価
の
暴

落
等
で
あ
る
。
九
月
十
二
日
現
在
で
は

中
東
危
機
は
、
平
和
的
に
解
決
さ
れ
る

だ
ろ
う
と
の
見
方
か
ら
公
定
歩
合
を
引

き
上
げ
た
日
本
の
円
高
が
進
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
世
界
情
勢
に
一
喜
一
憂
し

て
い
る
日
本
経
済
は
、
ガ
ラ
ス
の
城
で

あ
る
。
外
見
は
キ
レ
イ
で
ハ
デ
で
も
、

外
か
ら
の
力
に
弱
く
、
割
れ
や
す
く
崩

れ
や
す
い
。
日
本
経
済
は
よ
く
泡
に
た

と
え
ら
れ
、
バ
ル
プ
経
済
と
も
言
わ
れ

る
。
オ
イ
ル
安
、
低
金
利
、
円
高
の
も

と
ふ
く
れ
上
が
っ
た
バ
ル
プ
で
あ
る
。

両
大
国
の
軍
事
力
に
よ
る
抑
止
力
が

今
後
低
下
し
て

い
く
な
ら
ば
、
日
本
経

済
は
、
新
し
い
世
界
秩
序
の
枠
組
の
中

平
和
外
交
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
イ

ニ

シ
ア
テ
ィ
プ
を
握
っ
て
お
か
な
い
限
り
、

今
の
中
東
危
機
の
よ
う
に
解
決
策
を
両

大
国
に
任
せ
て
し
ま
う
日
本
丸
は
世
界

経
済
の
荒
波
に
の
ま
れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
な
れ
ば
当
然

こ
の
川
上
地
区
も
：
・
：
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私
は
大
正
七
年
、
大
谷
で
農
家
の
長
封
筒
に
入
っ
た
公
金
を
中
筋
村
役
場
へ

男

と

し

て

生

ま

れ

ま

し

た

。

届

け

て

ほ

し

い

と

頼

ま

れ

た

時

程

苦

い

昭
和
四
、
五
年
頃
は
未
曽
有
の
大
不
経
験
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

況
で
、
特
に
農
村
は
不
景
気
の
ど
ん
底
た
。
中
筋
村
役
場
へ
と
言
わ
れ
た
の
を

で
し
た
。
米
一
俵
が
四
円
位
で
、
税
金
私
は
勝
手
に
中
通
村
役
場
と
思
い
込
ん

そ
の
他
諸
諸
の
負
担
金
を
滞
納
す
る
家
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。
放
課
後
封
筒
を

も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の
家
も
子
抱
え
中
通
村
役
場
へ
向
か
っ
て
山
を
越

沢
山
で
、
両
親
は
生
活
に
大
変
苦
労
し
え
わ
き
目
も
ふ
ら
ず
に
走
り
ま
し
た
。

て

い

ま

し

た

。

長

中

通

は

、

山

越

え

し

男

と

し

て

生

ま

れ

て

野

村

方

面

へ

度

度

通
う
道
筋
だ
っ
た
の

回

た
私
は
、
何
か
手

76

で
難
な
く
た
ど
り
着

そ
こ
は
中
通
村
役
場

で
は
な
く
貝
吹
村
役

〗
凸[
t
t
,
｀
口L
[

ん
か
ら
地
区
内
の

9
だ

-

場

中

通

支

所

だ

っ

た

役
場
の
小
使
い
さ

[□
`

[

[

R

D

[

□
いい

後

は

大

谷

中

を

走

の

間

違

い

に

気

が

付

り
回
っ
た
も
の
で
し
た
。
当
時
は
下
石
い
た
の
で
す
。
ガ
ッ
ク
リ
す
る
問
も
な

丸
、
上
石
丸
も
行
政
区
内
で
、
配
り
終
く
、
重
い
足
を
引
き
ず
っ
て
中
筋
村
役

わ
っ
て
家
に
帰
る
の
は
い
つ
も
暗
く
な
っ
場
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
着
い
た
頃
に

た
並
松
峠
越
え
で
し
た
。
体
格
は
大
人
は
あ
た
り
は
暗
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

並
み
で
気
分
も
強
気
の
方
で
し
た
が
そ
幸
い
職
員
の
方
が
お
ら
れ
無
事
封
筒
を

こ
は
子
供
の
こ
と
、
目
の
前
に
黒
い
影
手
渡
し
ま
し
た
。
中
味
が
公
金
で
あ
る

の
様
な
物
を
見
る
と
「
ド
キ
ッ

」
と
し
て
だ
け
に
渡
す
と
同
時
に
安
心
感
で
胸
を

立
ち
止
ま
り
、
小
石
を
拾
っ
て
投
げ
て
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。
休
む
間
も
な
く

安
全
か
ど
う
か
確
認
し
て
か
ら
お
ず
お
大
谷
へ
向
け
山
越
え
の
夜
道
を
帰
途
に

ず
通
り
抜
け
た
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。
就
き
ま
し
た
。
中
筋
の
頭
王
か
ら
三
本

ま
た
、
助
役
の
宮
武
熊
丸
さ
ん
か
ら
松
峠
を
越
え
、
白
石
経
由
で
約
二
里
の

大

谷

久

保

伝

(72
オ）

ジ
ャ
ワ
島
よ
り
遥
か
な
り
我
が
故
郷

道
程
で
し
た
。
こ
の
時
つ
く
づ
く
と
、

先
入
主
観
念
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
知
り

ま
し
た
。

昭
和
七
年
に
小
学
校
を
卒
業
し
て
家

業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
将
来
は
鉄
道
員

か
警
察
官
で
も
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ

当
時
大
谷
村
長
の
三
瀬
俊
蔵
さ
ん
か
ら

役
場
に
就
職
し
な
い
か
と
誘
わ
れ
ま
し

た
が
、
最
終
的
に
は
海
軍
に
志
願
す
る

こ
と
に
意
を
決
し
、
昭
和
十
一
年
一
月

佐
世
保
海
兵
団
に
入
団
し
ま
し
た
。
以

後
約
十
年
間
を
海
軍
で
過
ご
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
の
終
戦
は
、
南
緯
七
度

線
上
の
ジ
ャ
ワ
島
ス
ラ
バ
ヤ
で
迎
え
ま

し
た
。
赤
道
を
は
る
か
に
南
下
し
た
現

地
か
ら
は
日
本
列
島
は
あ
ま
り
に
も
遠

く
、
地
図
を
見
て
も
遠
く
霞
ん
だ
惑
じ

に
思
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
に
は
復
員
者

の
輸
送
能
力
は
皆
無
に
等
し
い
状
況
で
、

幸
い
に
し
て
生
き
残
っ
た
者
も
い
つ
ど

う
な
る
の
か
不
安
で
心
細
い
毎
日
で
し

た
。
作
業
や
ス
ポ
ー
ツ
で
気
を
紛
ら
し

て
い
た
も
の
の
、
や
は
り
内
地
帰
還
の

こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
戦
争
は
終
わ
っ
て
も
内

地
の
緑
の
大
地
、
生
ま
れ
故
郷
の
大
谷

の
地
を
踏
む
こ
と
は
も
う
出
来
な
い
の

か
と
思
い
つ
つ

「
ふ
る
里
は
遠
き
に
あ

り
て
思
う
も
の
」
こ
の
時
程
こ
の
言
葉

を
強
く
感
じ
た
こ
と
は
な
く
、
ふ
る
里

「
大
谷
」
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
遥
か
南
方
の
ジ

ャ
ワ
島
か
ら
八
生
ま
れ
、
育
ち
過
ご
し

た
郷
里
を
回
想
し
た
も
の
で
し
た
。

終
戦
か
ら
一
年
後
、
待
ち
に
待
っ
た

復
員
船
が
配
さ
れ
て
昭
和
二
十
一
年
七

月
宇
品
の
港
に
着
い
た
の
で
す
。

オ
イ
コ
ッ
ト
ど
ん
な
意
味
か

ご
存
じ
で
す
か
、
英
語
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

東
京
(
T
O
K
Y
o
)
を
ひ
っ
く

り
返
し
て
「
O
I
K
O
T
」
、
つ
ま

り
非
東
京
1
1
地
方
都
市
の
意
味
で

す。
常
に
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
都
市

だ
っ
た
東
京
。
数
年
前
ま
で
は
、

す
べ
て
の
面
で
抜
き
ん
で
て
い
る

と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
現
在
で
は
、
住
宅
事
情
の
悪
化

に
と
も
な
っ
て
、
オ
イ
コ
ッ
ト
の

生
活
レ
ベ
ル
は
東
京
を
は
る
か
に

上
回
っ
て
い
る
、
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
東
京
と
は
、
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
暮
ら
し
や
す
い
オ
イ
コ
ッ

ト
で
の
生
活
。
も
ち
ろ
ん
文
化
の

面
で
は
東
京
が
一
枚
上
で
し
ょ
う
。

で
も
一
概
に
東
京
が
す
べ
て
だ
と

は
い
い
き
れ
な
く
な
っ
て
き
た
よ

う
で
す
。

つ
い
で
に
流
行
語
を
少
し
だ
け
、

わ
か
り
ま
す
か
。

貢
（
み
つ
ぐ
）君
…
必
死
で
バ
イ
ト

を
し
て
は
彼
女
に
プ

9

9

9

9

9

9

,

-

＇
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
男

'

-

9

,

＇-
9

コ
ビ
ル
君
…

O

L
に

'

-

9

9

9

-

，
お
せ
じ
を
い
っ
て
こ

'

-

9

9

9

9

[

：
-
＇
び
る
オ
ジ
サ
ソ

9

9

9

-

―
二
，
セ
ブ
ン
ラ
イ
タ
ー
ズ

9

-

9

,

-

9

,

-

9

9

-

＇
…
親
の
七
光
で
登
場

9

9
,
 

'□

9'
,＇
-，
し
た
二
世
た
ち

ー

マ
ニ
ュ
ア
ル
男
：
雑

9

9

9

9

9
9

,

 

―
―
―
―
 

'
-
ー
-
__
 

-

9
9

-

，
誌
な
ど
の
デ
ー
ト
コ
ー

商工かわかみ編集委昌会では、 広報

についてのご意見、ご希望をお待ち

しておリます。

会負ニュース、その他清報をお知ら

せ下さい。

ff34-2531番 川上商工会

ス
や
会
話
を
読
ん
で
実
際
に
そ
の

ま
ま
実
行
し
て
し
ま
う
男

ス
ペ
ア
…
本
命
の
恋
人
に
ふ
ら
れ

た
と
き
の
た
め
に
キ

ー
プ
（
確
保
）

さ
れ
て
い
る
男

ハ
ナ
コ
さ
ん
…
東
京
文
化
圏
に
住

み
一
流
企
業
に
三
年
以
上
勤
め
て

い
る

O

L
。
仕
事
は
適
度
に
よ
く

遊
び
、
消
費
を
リ
ー
ド
。

張
り
子
な
で
し
こ
…
張
り
子
の
と

ら
の
よ
う
に
表
面
だ
け
の
や
ま
と

な
で

し
こ

コ
ー
ド
レ
ス
…
切
れ
て
し
ま
う

困
っ
た
ち
ゃ
ん
．．． 

責
任
感
に
欠
け

無
神
経
そ
の
も
の
、
自
分
の
立
場

を
理
解
し
て
い
な
い
社
員
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
が

管
内
大
会
へ
（
第
二
位
）
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リ
了
区
豆
ど
祭
[[

愛
媛
ズ
ポ

ペこ．
．

 レ
ク
、ク
．

itッ
ご
？
―

i[g

>
7

•. 

/
S必
口雌
方
大
会
喜
多
郡
大
会
〗
＇
ィ
[

愛
媛
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
子
一
チ
ー
ム
）
の
種
目
に
出
場
し
ま
し

ソ
祭
地
方
大
会
（
愛
媛
県
民
体
育
祭
八
た
。

幡
浜
管
内
大
会
か
ら
名
称
変
更
）
喜
多
ま
だ
、
む
し
暑
さ
の
残
る
日
で
し
た

郡
大
会
が
、
九
月
二
日
（
日
）
に
、
長
浜
が
、
各
チ
ー
ム
と
も
日
頃
の
練
習
の
成

町

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

果

を

発

揮

し

、

健

闘

し

ま

し

た

。

肱
川
町
か
ら
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ど
の
種
目
も
、
惜
し
い
試
合
で
、
あ

（
男
子
・
婦
人
）
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
二
と
一
歩
'
•
と
い
う
成
績
で
し
た
が
、
バ

チ
ー
ム
）
、
軟
式
庭
球
（
ニ
チ
ー
ム
）
、

ド
ミ
ソ
ト
ソ
男
子

A
チ
ー
ム
が
が
ん
ば

バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
（
男
子
ニ
チ
ー
ム

、
女
り
、
第
二
位
に
入
り
ま
し
た
。

九
月
三
十
日
（
日
）
に

開
か
れ
る
管
内
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
の
み
な
さ

ん
、
お
つ
か
れ
さ
ま
で

し
た
。

団手
ま
た
来
年
の
活
躍
を
、

大
い
に
期
待
し
て
い
ま

選町ー

す

。

即式会開

0

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

肱

川

A

•
金
野
翌

•
上
野
哲
裕

•
三
井
稔

・

沖

野

晃

己

肱
川
町
の
誇
る
民
俗
文
化
財
「
大
谷

文
楽
」
を
、
広
く
町
内
で
鑑
賞
す
る
機

会
を
つ
く
り
、
み
な
さ
ん
に
親
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
始
ま
っ
た
「
大
谷
文
楽

公
演
」
が
、
今
年
は
九
月
十
五
日
、
敬

老
の
日
に
正
山
小
学
校
講
堂
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

第
十
七
回
を
む
か
え
る
大
谷
文
楽
の

公
演
は
、
正
山
分
館
と
正
山
婦
人
会
が

主
催
す
る
敬
老
会
に
あ
わ
せ
て
、
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
の
外
題
は
、
「
傾
成
阿
波
の
鳴

門
八
段
目
巡
礼
歌
の
段
」
と
、
「
三
国

伝

来

玉

藻

前

旭

袂

三

段

目

道

春
館
の
段
」
で
し
た
。

敬
老
者
を
は
じ
め
、
来
賓
、
婦
人
、

小
学
生
な
ど
、
大
勢
が
熱
心
に
鑑
賞
し

ま
し
た
。 大谷文楽を鑑賞

～正山敬老会～
• VV VVVV V VV V VVV V l'VV VVVV VVV V V VVVVVV V V VVV VVVヽ， vvvvvvvvvvvvvvヽ’

覆冒墨羹嚢盛寵

` -： 嬰s -' ； 訂~; 』 ， 財

舟の

傾成阿波の鳴門の 1場面

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

おで-----, 
'---肱 決よて 私い う る 町 ち 話 ん あ ま ま ー 汚 す

こもの しそ＜公もつ公にで元のよ---, °がるす私せ層いか
川 ぁ

し 多 お てのれ衆そば衆帰も気恥つ ‘日°のん奇処ら
町 の← ＜ばの来人の便うい便つ な な じ と 通の夏家°麗．‘う言てう

；増あ 恥 て は い 所 思 の 所 てくおゃ掃貫 り朝休の に見ど°うお°住
？やさ L__ は一いはいいのい‘ばけ除 か 早 み 近 しえう他点らど居
・すん素＜度表町まし‘奇か明あんしが けくにく て な で 人 れこの

-の晴れしまだのす町麗れるさ゜よあ ら ‘ 入 に おいもにそまの表
と様らま来けヵ心。だなまくん L__

ん
れ近っ公 か処いは

、な せて .lL く と町し気は た ま 且す お贔

人し‘んも派
‘くて衆 なだし‘見 ゜家

れ し‘はた持‘ んり 家の暫便 けかよ
おは

K そを 言 。 二 r え便裏も玄

ヽ葉 度し
れ '--fこ い、。ち誰 よ汚 内 お く 所 れらうな所の奇関

顔まい良を゜い で
もで目て。す ん

とばたが ばこ いで顔麗で
----,—手す

すはも が
い さ只肱 立 あ つ あ な そ 処 し は に し

風人
で。 、、見 、人 そめ 川 、 ちさたり り、力：でよとしょ

「
肱
川
町
の
恥
」
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をしい ると近のま思 ど危 寺四 の か 年 学
増た声マえめ代おすい学の小途ま十今日ら度習昨
し°がイな‘化 寺゜出級見歩中で四年程‘の 一ぉ 年
たお絶クがましでおが生学危‘廻番は で三研 ス
こ互え口らたたの寺でのも渓今り大‘ 実十修四夕
といずバ渡‘建 宿 で き み し 谷 治 ま 宝 愛施ーを国 1
でが‘ スっ祖物泊はたなま ‘のし寺媛 し日、学ト
しと楽のた谷の・ ‘こさし祖夕たか県ま釜八級し
よけし中このぉ住山 と ん た 谷 オ ° ら と し . . __,,月第
うこくでとか寺職 の だ も ゜ の ル 六徳たま二十だ
゜みには‘ずのさ上ろ‘ かエ 十島。で十組----,

‘ぎ‘等ら夜んのうい ず場 六県 四七の生
親や終々橋ののーとろ

ぉ
らや 番竺泊日‘き

密か始：をお 軒思ん 橋大 雲部
五へ第が

さで笑 ふっ 詰家いな な歩 辺、 日
月
‘—二い

后

ざ
屯
ざ
玉

．．
 

ざ
玉

[
『
[

森
i
[

涵
竺

庄
｛
〗

芯
翌
閤
豆

炉
’
•
℃
sJ

 

白
rこ芯;]．．

5
が
も
炉
も
炉

4泊5日 2年目を終了

お四国学級第10組

ま
た
来
年
も
全
員

が
そ
ろ
っ
て
楽
し
く

学
習
が
で
き
ま
す
よ

う
、
み
な
さ
ん
健
康

に
は
十
分
注
意
さ
れ
、

お
家
の
仕
事
や
地
域

で
の
活
動
に
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
学
級

生
の
み
な
さ
ん
、
作

文
は
進
ん
で
い
ま
す

か
？

あ
せ
ら
ず
、
ゆ
っ
く

り
と
、
思
い
出
し
な

が
ら
書
い
て
み
て
下

さ
い
。よ

ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

喜
・
、
『
＇
ブ
『
三
．
「
合
で
ご
こ
翌
芦

．斧{[プベく
[-;v9
．ここ已・ナ

天
谷
て
は
[
〗

――
 

――
 ――

 
――
 

――
 ――

 

――
 ――

 
＝
 

＝
 

―
―
第
十
四
回
鎮
縄
神
楽
公
演
を
、
九
月

十
五
日
（
敬
老
の
日
）
に
、
大
谷
小
学
校
々

――
 

――
 ―

―
庭
で
開
催
し
ま
し
た
。

-
i

当
日
は
、
大
谷
老
人
ク
ラ
プ
の
方
が

＿＿
 l

l

敬
老
祝
賀
会
で
集
ま
っ
て
お
ら
れ
て
お

―
―
り
、
大
谷
小
学
校
の
児
童
・
先
生
方
と

――
 l

l

大
谷
地
区
の
み
な
さ
ん
方
、
あ
わ
せ
て

l
-―

―
約
百
名
を
こ
え
る
観
衆
で
、
大
変
に
ぎ

―
―
ゎ
い
ま
し
た
。

＝
神
事
の
後
、
手
草
の
舞
か
ら
約
三
時

＝
 

＝
間
、
盆
の
舞
の
妙
技
に
感
心
し
、
だ
い

i
i
 

第
十
五
回
鎖
縄
神
楽
公
演

ば
ん
の
登
場
と
と
も
に
、
歓
声
が
上
が

り、
，
逃
げ
だ
す
子
供
や
、
問
答
を
す
る

人
、
背
中
に
負
わ
れ
た
り
、
い
っ
そ
う

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
人
た
ち
の
飛
び
入
り

の
舞
い
も
で
る
な
ど
、
笑
い
を
さ
そ
い

ま
し
た
。

だいばんに抱かれて、こわいのをがまんする

石段をおりる、 65番三角寺にて

～第30匝町民運動会

0 日

0場

時

所

～ 

恒
例
の
町
民
運
動
会
を
下
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
十
『
月
五
日
に
、
第

一
回
町
民
運
動
会
が
開
か
れ
て
か
ら
、

今
年
で
三
十
回
目
を
数
え
ま
す
。

町
民
の
親
睦
を
は
か
り
、
明
る
い
町

づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
始
め

ら
れ
た
運
動
会
で
す
が
、
数
多
く
の
ド

ラ
マ
や
名
勝
負
が
く
り
広
げ
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
運
動
会
と
な

る
で
し
ょ
う
か
。

選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
応
援
の
み
な
さ

ん
も
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出

か
け
下
さ
い
。

屡

菌

固

囮

10月10日（体育の日）

午前9時開会式

肱川中学校グランド
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さ段たわれ臭な たし し
いで゜たていり朝したわて話
ょ、二し‘のののをとたいは
o R 時迂嗅ゼ R 会愕喜した‘

区君間 さ
覚ス君を然んは頃わ

耳
が目 がチがしとで‘にた

ぅ‘ 、 し 完 ャ ‘ て さい P はし
ち ー 図 玉 全 1鼻いせた君じが

す
先書

に
に°をるる。とま特

る
告室も麻鼻つ時事そうる殊

。 に止痺かま、件
が

ん ま ° 学
--, P 向 め し ぜ ん P な く 級
p 君かなてにで君誓時い を
君がうかいや臭の

た
‘ き 担

‘く階つたらいと。わだ 任
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差 II 
別 人

の 権

芽 標

疋剪ヶ`  ＇ ． 語I I 

す
る

開中 のは

大ぁ
野な
順た
子で

す

Pflとの約束

岩谷小学校 和田 親人

ウ
ン
コ
出
と
る
ん
じ
ゃ
あ
な
い
。
」
と

た
ず
ね
る
。
「
う
ん
。
」

p
君
は
、
コ
ッ

ク
リ
う
な
ず
く
。
ト
イ
レ
に
行
き
、
前

回
と
同
じ
く
ら
い
の
わ
ず
か
な
お
も
ら

し
を
想
像
し
て
、
ス
ボ
ン
を
脱
が
す
。

と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
下
着
か
ら
は
み
出

さ
ん
ば
か
り
の
大
物
が
ボ
ッ
テ
リ
。
尻

に
も
ベ

ッ
ト
リ
。
嗅
覚
麻
痺
と
い
え
ど

も
、
見
た
だ
け
で
吐
き
気
が
胸
を
突
き

上
げ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
の
不
快

感
を

P
君
は
、
一
時
間
以
上
も
我
慢
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
い
す
に
じ
っ
と
座

し
て
、
だ
ま
っ
て
耐
え
て
。

じ`
か
も
、

う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
気
を
よ
く
し
て

い
る
担
任
を
目
の
前
に
し
て
。

P
君
は
、

い
つ
ま
で
我
慢
を
す
る
心
積
も
り
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

P
君
に
と
っ
て
担
任

の
わ
た
し
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
人
間

関
係
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
と
喜
ん
で
い

た
倣
慢
教
師
の
無
神
経
さ
。
わ
た
し
は

愕
然
と
し
た
。

冬
の
寒
い
朝
、
小
鳥
の
死
骸
を
見
つ

け
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も
の
墓

場
へ
埋
め
に
急
ぐ
。
彼
ら
は
今
ま
で
に

も
、
金
魚
、
鯉
、
か
ぶ
と
虫
、
ち
ょ
う

ち
ょ
な
ど
、
い
く
つ
も
の
お
墓
を
作
っ

て
い
る
。
今
朝
も
、
世
話
好
き
の
女
の

子
が
建
て
た
墓
標
に
み
ん
な
で
神
妙
に

手
を
合
わ
せ
て
い
る
。

P
君
も
、
一
番

後
ろ
で
真
っ
赤
に
は
ら
し
た
霜
焼
け
の

手
（
赤
チ
ソ
を
ぬ
っ
て
い
る
の
で
一
層

赤い）を合わせて、静かに頭を垂

れている。その後ろ姿のいとおし

さ。「P君、ゴメソヨ。」わたしは

そっとつぶやいた。

あのP君が小学校を卒業してか

ら六年目のある秋のことである。

観光協会主催の豊秋河原のいもた

きの宴で、P君に出会った。少々

酒が回って上機嫌になっていたP

君は「先生、同友会に入ってや。

先生らが入ってくれると、ぼくら

心強いんじゃけん。」とどなるよ

うに言った。同友会とは、部落問

題の解決を自らの課題として真剣

に取り組み、共同学習することに

より、いわれなき差別を一日も早

く解消することを目的として発足

した団体である。

わたしは、それまでに上司から

何度となく入会を勧められていた。

しかし、何だか上からの押しつけ

のようなものがあると誤解してい

たわたしは、かたくなに固辞して
、こ。
しt

「そうか。そんなにわしらを頼

りに思うてくれとるんか。」わた

しは今までの曲解を恥じ、即座に

同友会への入会をP君と約束した。

町を出た今でも、同友会の一員

として、差別解消を願って微力な

がら活動しつづけている。

p君、がんばろうな。

怠

朝ぉ ぁII 

し‘
きさ
て つ

塁旦
み塁中

ん II
な
に_、、
し

冨ぁ
永い
孝さ
徳つ

学習会の風景

奉
仕
作
業
と
人
権
学
習
を
実
施

八
月
二
十
日
（
月
）
に
は
、
町
婦
人
会

（
兵
頭
幸
子
会
長
）
の
事
業
と
し
て
、
奉

仕
作
業
と
人
権
学
習
会
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

朝
七
時
半
か
ら
は
、
国
道
一
九
七
号
線

（
大
谷
橋
か
ら
鳥
首

ま
で
）
と
鹿
野
川
園

地
周
辺
の
、
あ
き
カ

ソ
拾
い
を
行
い
ま
し

こ
。

t
 み

ん
な
で
四
つ
の

コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
軍
手
と
ゴ

ミ
袋
を
手
に
、
道
路

わ
き
の
あ
き
カ
ソ
を

拾
い
集
め
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
十
時

半
か
ら
公
民
館
で
人

権
学
習
会
を
行
い
ま

し
た
。
県
教
委
同
和

教
育
課
・
指
導
主
事

の
佐
藤
二
三
男
先
生

を
招
ぎ
、

「
女
性
と

同
和
問
題
」
と
題
し

て
講
義
を
う
け
ま
し

こ。f
 佐

藤
先
生
か
ら
は
、
女
性
に
関
す
る

人
権
問
題
、
差
別
の
問
題
等
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
、
熱
心
に
聞
を
か
た
む
け

ま
し
た
。
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公民館屋上で育っている花の苗

今
年
の
夏
の
暑
さ
は
格
別
の
も
の
で

し
た
。
昭
和
八
年
以
来
の
も
の
だ
っ
た

と
か
…
…
。

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
花
の
世
話
が

大
変
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
、

花
壇
や
プ
ラ
ソ
タ
ー
に
、
何
と
か
生
き

残
っ
た
サ
ル
ビ
ア
の
花
は
、
世
話
の
い

か
ん
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
十
一
月
の

初
め
ま
で
、
赤
い
花
び
ら
の
色
が
冴
え

て
、
益
々
美
し
く
咲
き
続
け
ま
す
。

咲
き
終
わ
っ
た
花
柄
を
摘
み
取
っ
て

や
り
、
少
し
肥
料
を
振
っ
て
や
り
ま
し
ょ

う。

次
の
草
花
の
苗
を
お
配
り
出
来
る
、

十
月
の
終
わ
り
か
ら
十
一
月
の
初
め
ま

で
、
も
た
す
よ
う
努
力
し
て
み
ま
し
ょ

う。
「
秋
蒔
き
の
草
花
」
に
つ
い
て

公
民
館
で
は
、
八
月
の
末
、
パ
ソ
ジ
ー

の
種
を
、
調
査
結
果
に
よ
っ
て
、
約
二

万
個
余
り
蒔
き
ま
し
た
。

九
月
に
入
る
と
芽
を
出
し
て
、
現
在

少
し
ず
つ
成
長
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

や
や
発
芽
が
悪
く
、
七
割
ぐ
ら
い
の
状

態
で
す
。

こ
の
広
報
が
、
皆
さ
ん

の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、

本
葉
が
出
る
か
と
思
い
ま

す。
九
月
末
か
ら
十
月
初
め

に
か
け
て
、
皆
さ
ん
の
お

手
を
わ
ず
ら
わ
し
て
、
仮

植
を
す
る
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
節
は

ご
連
絡
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
秋
蒔
き
の
花
の
種
」
の
注

文
来
年
の
春
に
咲
く
花
で
、

九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、

蒔
い
て
み
た
い
花
や
球
根

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
公
民

館
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

ク
ラ
ウ
ス
・
シ
ュ
ペ
ネ
マ
ン
著

西
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
著
者
は
、
伝
統

を
重
ん
じ
る
典
型
的
な
家
庭
で
育
っ
た
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ソ
の
家
庭
で
厳
し
い
教
育

を
受
け
た
日
本
人
の
奥
さ
ん
と
、
留
学

先
の
シ
カ
ゴ
で
知
り
合
い
結
婚
し
た
。

ド
イ
ツ
の
大
学
院
で
博
士
号
を
と
り
、

来
日
。
同
志
社
大
学
で
社
会
倫
理
学
を

講
義
し
て
い
る
。
二
男
一
女
の
子
供
に

恵
ま
れ
、
子
供
の
通
っ
て
い
る
京
都
市

の
小
学
校
の

P
T
A
会
長
を
も
歴
任
し

「
男
の
子
の
躾
け
方
」

たをは え学 と互か彼供た
賜紹‘好る校本を理けら達゜
物介神 き か で 書 願解がのが日
でしかなのどはいのえ生‘本
あてらド三う‘ な た の ぎ い と

→← りし‘与イ早導家がめな方つド
る>

未 。
ぇッにく庭らにいをかイ

知神
らの分かで書尽生真自ツ

の
れ諺か‘どかく命剣分の

存
か fこ一れ社う れしをに達狭

在
ら謎子て会躾 てて両つを間

で
与でどいでけ いく文ら理に

ぁ え もるどるるれ化ぬ解い
ら？た°うか°るのぎしる

る
。れ←ち 鍛 ‘ こ相‘‘子--ゲ 新 部 に こ 田 農時 ゲ川孔風赤 に

l 同 落 ひん 舎 薬間 l の のきん
ム 和 開そなー をの ム流子呪心げ
大問放むに揆使砂 のれ殺を ん
百題史農使 わ 達の陣 だ
科とへ薬つ な、ンシ人よ も

上同 て いドドヘう の
［ 和部ふ し、 野 二 二上に
ー団落． い 菜ィィ

横 0 体開下か づ ． ． 丁
山 高 放-山し竹徳く、ンシ 美井隆古相
験木 研 崎ら熊野りェェ 空上 川 田
也 究昌・ ルルひ慶智み
監正所子家宜雅ダダば一恵つ
修幸編他庭孝ニ ンソ り靖郎子を

鹿野川大橋の花壇

篤R⑲置）
私
達
は
、
か
け
が
い
の
な
い
人
生
を
大

切
に
生
か
す
た
め
の
手
助
け
だ
け
が
許

さ
れ
て
い
る
。
子
供
達
一
人
ず
つ
、
自

分
達
の
人
生
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
人

生
に
責
任
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を

悟
ら
せ
た
い
と
あ
る
。
ま
た
、
教
育
の

原
点
は
、
人
問
の
生
命
の
尊
厳
を
教
え

る
こ
と
に
尽
き
る
と
結
ん
で
あ
る
。

親
自
身
が
悩
ん
で
い
る
問
題
を
具
体

的
に
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
教
育
と
も
比

較
し
な
が
ら
の
提
言
に
、
感
動
を
覚
え

る
と
と
も
に
、
反
省
す
る
こ
と
ば
か
り

で
あ
る
。
日
頃
の
子
育
て
の
悩
み
の
解

決
へ
の
糸
口
が
み
つ
か
る
か
も
し
れ
な

い
。
ぜ
ひ
、
一
読
を
…
…
。
（
図
書
係
）



込臥額）

ー・

゜
月 の 行

直c@＇

事 予 定 表

且源暉(20)

！ ・肱川町防災の日 23 , 

： ・胃がん検診 26 

！ ・行政相談 27 • 28 ! 

！ ・心配ごと相談 28 ' 

i .各小学校運動会 28 ’ 

: •第30回町民運動会 29 

! • 特別町民「ふるさとの香り」発送 29 
-------------------'-------------------------------------------------------------'-------------------'------------------------------------------------------------

・定例部落長会（休会）

ー

10 

月

5
 
5
 5 • 22 

7
 10 

中旬

・老人運動会

• 岩谷春日神社秋祭り

・漕艇県高校新人大会

•秋の道路愛護デー

•宇和川地区秋まつり

・子宮がん検診

・税金等出張受入

10月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

成 田 ＼医I 院 47- 0061 7 日
（ 内 子 町 ） 

（ 日）
沢井耳鼻科医院

24-2510 
大 沙[i 市 中 村

＼ 松 浦 医 院 44-2T76 1 0 日
（ 五 十 崎 町）

（木 ）
沢 井小児科医院 24-7530 
（大、洲市中村）

藤 本 医 院 4 4 - 2 5§ 1 1 4 日
（五 十 崎 町）

） 亀 井 医 院 24- 3757 （ 日
（大洲市東大洲）

植 木 医 院 44-2215 2 1 日
（ 五 十 崎 町）

） 
松 尾 医 院 24-5803 （ 日
（大洲市中村）

向に 橋 医 院 44- 2010 2 8 日
（ 五 十 崎 町）

） 
池 田 医 院 24- 3100 （ 日
（大洲市東大洲）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡してからお出かけ
下さい。

◎
10
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

10
月
15
日
（
月
）

（
出
す
の
は
10
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

予
子
林
・
岩
谷
・
正
山
地
区
・
見
野

越
・
月
野
尾
・
京
造
・

、鹿
野
川
・
中

野
（
篠
谷
・
滝
山
）•
上
森
山
・
八
重

栗

i
 

午
後
1
時
ー

2

時

1
0
月
2
9
日
（
月
）
一保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

◎
子
宮
が
ん
検
診

i
 

午
前
8
時
30
分

ー

9

時

10月
5
日
（
金
）
一保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所，．

◎
胃
が
ん
検
診
日。日

救 急 病

院

曜 日 病 院 名 電 話

月 ． 火 大洲市立病院 24- 2151 
（大洲市大洲）

水
ヵn 戸 病 院 24-5101 
＇（大洲市若宮）

木～ 日
大洲中央病院 24-4551 
（大洲市東大洲）

▽日時

位 閑相

談日 日

月ヽ 金 日

万宮 池福
担

願田 田田 当

寺 相

睦義 真
琴砧

江盛 市保
員

◎
不
用
犬
回
収
日

10
月
9
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽
場
所
保
健
セ
ソ
タ
ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

面
璽
:
霞
函
＿閾

◎
心
配
ご
と
案
内

▽

時

間

午

後

1
時
30
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

◎
行
政
相
談

▽

日

時

10
月
5
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
ー
4
時
30
分

▽

場

所

肱

川

町
公
民
館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6

話
――
―
四
ー
ニ
五
0
八

な
お
総
務
庁
で
は
、

10
月

14日

（
日
）
か
ら

20
日
（
土
）
ま
で
を
「
行

政
相
談
週
間
と
定
め
、
格
種
の
行
事

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

行
政
に
関
す
る
こ
と
は
何
で
も
結

構
で
す
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
社
会
保
険
出
張
相
談
所

10
月
5
日
（
金
）

22
日
（
月
）

午
前
10
時

t
午
後
4
時

▽
場
所
大
洲
商
工
会
議
所

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
場
所

▽
日
時

*

＊

＊

＊

＊

＊

 

女

＊
ぉ
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご
ざ
い
ま
す
＊

合女女

＊

＊

＊

＊

＊

中

居

谷

瀧

野

隆

志

さ

ん

長

男

大

地

ち

ゃ

ん

上

森

山

上

田

嘉

則

さ

ん

長

女

奈

奈

ち

ゃ

ん

萩

野

尾

北

川

廣

志

さ

ん

長

男

政

義

ち

ゃ

ん

上

鹿

野

川

松

本

義

忠

さ

ん

長

男

賢

吾

ち

ゃ

ん

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

 

恋

睾
ご
結
婚
お
め
で
と
う
⑮

ご
ざ
い
ま
す
⑮

⑮
 

睾⑮

.

⑮
⑮
⑮
⑮
⑮
 

園
啓
次
さ
ん
（
肱
川
町
萩
野
尾
）

高
橋
陽
子
さ
ん
（
喜
多
郡
内
子
町
）

*

＊

*

＊

*

＊

 

＊
 

＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

＊
 

＊
ぉ
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

*

＊

*

＊

*

＊

 

中
津
山
ロ
オ
テ
ル
さ
ん
(74
歳）

あ

ん

な

こ

と

こ

ん

な

こ

と

地
域
で
の
行
事
や
、
ほ
ほ
え
ま
し

い
出
来
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

お
伺
い
し
て
取
材
し
、
広
報
や
放

送
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

電
話
で
結
構
で
す
。

6
-
―一四
ー
ニ
三
―
―

役
場
広
報
統
計
係
ま
で


	20p用

